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笛吹市は男女共同参画都市を宣言しました
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26 日本一桃源郷を3,002人が疾走

第11回笛吹市桃の里マラソン大会
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あ
な
た
も
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員

と
し
て
活
動
し
て
み
ま
せ
ん
か

　男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会
で
は
、

「
男
だ
か
ら
、
女
だ
か
ら
に
関
係
な
く
、

一
人
ひ
と
り
が
大
切
に
さ
れ
、
個
性
や
能

力
を
活
か
し
、
い
き
い
き
と
し
た
生
き
方

が
で
き
る
よ
う
に
、
み
ん
な
が
責
任
を
持

っ
て
協
力
し
合
う
こ
と
が
で
き
る
社
会
」

を
目
指
し
推
進
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

▼
活
動
期
間

平
成
27
年
6
月
1
日
か
ら
平
成
29
年

5
月
31
日
ま
で
の
2
年
間

▼
募
集
人
数

　34
人
以
内

▼
応
募

　5
月
11
日（
月
）ま
で
に
、
電

話
、
郵
送
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
の
い
ず
れ
か

で
。
そ
の
際
、
氏
名
、
住
所
、
電
話

番
号
、
生
年
月

日
を
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い

■
応
募
・
問
合
せ
先

〒
4
0
6
―
0
0
3
1

笛
吹
市
石
和
町
市
部
8
0
9
―
1

笛
吹
市
役
所

　市
民
活
動
支
援
課

　

市
民
活
動
支
援
担
当

　☎
0
5
5（
2
6
2
）4
1
1
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0
5
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2
6
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）4
1
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　市
と
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会

は
、
3
月
15
日
に
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー

で
、
男
女
共
同
参
画
フ
ェ
ス
タ
を
開
催
し

ま
し
た
。
3
0
0
人
以
上
の
方
が
参
加

さ
れ
る
中
、
男
女
共
同
参
画
都
市
を
宣

言
し
、
県
下
第
5
番
目
の
宣
言
都
市
と

な
り
ま
し
た
。

　宣
言
文
の
発
表
は
、
倉
嶋
市
長
を
は

じ
め
、
一
宮
北
小
学
校
（
3
月
卒
業
）

の
橘
田
陸
斗
さ
ん
と
御
坂
中
学
校
（
3

月
卒
業
）
の
加
藤
卯
衣
さ
ん
、
男
女
共

同
参
画
推
進
委
員
の
和
泉
正
江
さ
ん
の

4
人
の
リ
ー
ド
で
、
会
場
全
員
で
群
読

し
ま
し
た
。

記
念
講
演
会
コ
ウ
ケ
ン
テ
ツ
さ
ん

「
キ
ッ
チ
ン
か
ら
は
じ
ま
る
家
族
の
絆
」

　宣
言
文
の
群
読
後
、
男
女
共
同
参
画

の
普
及
の
た
め
に
結
成
さ
れ
た
合
唱
団

「
か
が
や
き
隊
」
の
合
唱
や
体
操
を
行
い
、

ほ
ぼ
満
席
の
会
場
内
が
和
や
か
な
雰
囲

気
に
な
り
ま
し
た
。「
か
が
や
き
隊
」
の

子
ど
も
た
ち
が
コ
ウ
ケ
ン
テ
ツ
さ
ん
を
お

迎
え
す
る
歌
を
歌
う
と
、
コ
ウ
ケ
ン
テ
ツ

さ
ん
が
照
れ
な
が
ら
登
場
さ
れ
、
大
き

な
拍
手
に
包
ま
れ
た
中
で
の
講
演
の
始
ま

り
と
な
り
ま
し
た
。

　余
談
で
す
が
、
コ
ウ
ケ
ン
テ
ツ
さ
ん
は

講
演
会
の
始
ま
り
を
歌
で
迎
え
ら
れ
た

こ
と
は
初
め
て
の
経
験
で
、
と
て
も
感
激

し
た
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。

　講
演
で
は
、
世
界
と
比
較
し
た
日
本

の
食
の
現
状
を
デ
ー
タ
で
紹
介
し
、
そ
の

後
ご
自
身
の
育
っ
た
環
境
を
織
り
交
ぜ

な
が
ら
、
家
族
で
食
卓
を
囲
む
こ
と
、

ご
ち
そ
う
で
は
な
く
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食

事
を
取
る
こ
と
、
家
族
で
家
事
育
児
を

協
力
し
合
う
こ
と
の
大
切
さ
を
、
熱
心

に
話
さ
れ
ま
し
た
。
コ
ウ
ケ
ン
テ
ツ
さ
ん

に
は
会
場
か
ら
の
質
問
に
丁
寧
に
答
え
て

い
た
だ
き
、
大
き
な
拍
手
で
講
演
会
が

終
了
と
な
り
ま
し
た
。

宣言文を群読している様子

（左から）男女共同参画推進委員会　芝垣玲子委員長、根津和彦副委員長

　会場では多数の応募をいただいた「男女共同参画川柳」の掲
示を行いました。作品の中から秀作5首を紹介します。今後の男
女共同参画啓発活動に活用させていただきます。
“ミルクやる パパの姿も 板につき”【境川町　芦澤博子さん】
“笛吹の 未来を拓く 宣言文”【境川町　新田治江さん】
“共同は 力を増やす カギとなる”【境川町　渡辺昭雄さん】
“ありのまま あなたらしくが すてきだよ”【石和町　佐野孝さん】
“ふえふきし 男も女も ひとりだち”【一宮町　吉原五鈴子さん】

コウケンテツさんの様子

　市
と
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会

は
、
3
月

で
、
男
女
共
同
参
画
フ
ェ
ス
タ
を
開
催
し

ま
し
た
。
3
0
0
人
以
上
の
方
が
参
加

さ
れ
る
中
、
男
女
共
同
参
画
都
市
を
宣

言
し
、
県
下
第
5
番
目
の
宣
言
都
市
と

な
り
ま
し
た
。

　宣
言
文
の
発
表
は
、
倉
嶋
市
長
を
は

じ
め
、
一
宮
北
小
学
校
（
3
月
卒
業
）

の
橘
田
陸
斗
さ
ん
と
御
坂
中
学
校
（
3

月
卒
業
）
の
加
藤
卯
衣
さ
ん
、
男
女
共

同
参
画
推
進
委
員
の
和
泉
正
江
さ
ん
の

4
人
の
リ
ー
ド
で
、
会
場
全
員
で
群
読

し
ま
し
た
。

笛吹市は「男女共同参画都市」
を宣言しました！

※宣言文の解説は、今後の「輝け　笛吹
の未来」でお知らせしていきます。

　わたしたち笛吹市民は、甲斐の国千年の都、古くから、甲斐の国の中心として栄えた歴
史あるまち、豊かな自然に恵まれ、桃・ぶどう日本一のまち、温泉と観光のまちを誇りにし
ています。
　“わたしらしく、あなたらしく生きる” を合言葉に、自立した男女が互いに尊重し合い、社
会の対等な構成員として責任をもって活躍でき、子どもたちに輝く未来を託すことができる
笛吹市を築くため、『男女共同参画都市』を宣言します。

１　わたしたちは、家族一人ひとりが性別により役割を固定されることなく、互いを認め協
力し合う明るい家庭をつくります。
１　わたしたちは、男女が平等で、個人としての能力や機会が公平に活かされる働く環境
をつくります。
１　わたしたちは、物事を決める場に男女が共に参画し、地域の一員としての役割を果た
せる地域をつくります。
１　わたしたちは、市と市民がともに手を携え、協働し、暮らしやすい世界をつくります。

笛吹市男女共同参画都市宣言
～ 認め合い　男女に奏でるハーモニー ～

家庭や職場、地域などで市民の皆さん
一人ひとりができることを宣言文に盛
り込みました。市民みんなが “わたし
らしく、あなたらしく生きる” ことがで
きるよう、日々の生活の中で心がけて
くださいね。

と  も

ま ち

ま ち

笛吹市男女共同参画推進委員会
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都
市
計
画
税
の
課
税
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
ま
す

平
成
28
年
度
か
ら
市
内
都
市
計
画
区
域
全
域
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

税
額
は
、
都
市
計
画
税
課
税
標
準
額
×
1
0
0
分
の
0
・
2（
税
率
）で
す
。

■
問
合
せ
先
　
税
務
課 

資
産
税
担
当

　☎
0
5
5（
2
6
2
）4
1
1
1

市
計
画
税
と
は
、
地
方
税
法
に

よ
り
都
市
計
画
区
域
内
の
土

地
・
家
屋
に
市
町
村
が
条
例
に
基
づ
き

課
す
こ
と
が
で
き
る
税
金
で
す
。
ま

た
、
都
市
計
画
事
業
な
ど
を
行
う
市
町

村
に
お
い
て
、
そ
の
事
業
に
要
す
る
費

用
に
充
て
る
た
め
に
「
目
的
税
」
と
し

て
課
税
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　
税
率
水
準
（
制
限
税
率
…
0
・
3
%

上
限
）
な
ど
に
つ
い
て
は
、
市
町
村
の

自
主
的
判
断
（
条
例
事
項
）
に
委
ね
ら

れ
て
お
り
、
課
税
額
は
、
土
地
・
家
屋

の
評
価
額
を
も
と
に
し
た
課
税
標
準
額

に
税
率
を
掛
け
て
算
出
し
、
固
定
資
産

税
と
合
わ
せ
て
徴
収
し
ま
す
。

成
16
年
に
笛
吹
市
が
誕
生
し
、

平
成
17
年
度
か
ら
21
年
度
ま
で

の
5
年
間
は
、
合
併
前
に
課
税
さ
れ
て

い
た
石
和
町
地
域
の
み
都
市
計
画
税
が

課
税
さ
れ
、
石
和
町
地
域
以
外
の
区
域

は
課
税
し
な
い
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
22
年
度
以
降
は
、
石
和
町
地
域

の
み
に
課
税
し
て
い
た
不
均
一
課
税
の

期
間
が
終
了
す
る
た
め
、
市
都
市
計
画

税
条
例
に
基
づ
き
、
都
市
計
画
区
域
の

全
域
に
課
税
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま

し
た
が
、
経
済
情
勢
や
東
日
本
大
震
災

の
影
響
な
ど
を
考
慮
し
、
平
成
26
年
度
ま

で
2
度
の
条
例
改
正
に
よ
り
5
年
間
（
石

和
町
以
外
の
地
域
は
10
年
間
）
の
課
税
猶

予
を
行
い
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
26
年
12
月
議
会
に
お
い

て
、
消
費
税
の
引
き
上
げ
、
平
成
26
年

2
月
の
大
雪
に
よ
る
雪
害
な
ど
を
考
慮

し
、
平
成
27
年
度
か
ら
の
課
税
が
再
度

1
年
間
延
長
さ
れ
平
成
28
年
度
か
ら
課

税
す
る
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。

共
下
水
道
事
業
お
よ
び
下
水
道

事
業
債
の
償
還
や
ご
み
処
理
施

設
、
公
園
、
緑
地
の
整
備
な
ど
の
事
業

へ
充
当
す
る
計
画
で
す
。

　
中
で
も
、
公
共
下
水
道
事
業
に
つ
い

て
は
合
併
前
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
町
村
に

お
い
て
事
業
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
受

益
者
負
担
金
や
使
用
料
も
い
た
だ
い
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
建
設
費
用
や
施

設
維
持
管
理
の
す
べ
て
を
賄
う
に
は
至

り
ま
せ
ん
。
特
に
建
設
費
に
か
か
る
下

水
道
債
は
、
約
1
9
2
億
7
0
0
0
万

円
（
平
成
25
年
度
末
残
高
）
で
、
毎
年

度
約
17
億
円
を
一
般
会
計
か
ら
下
水
道

特
別
会
計
へ
繰
り
出
し
を
行
っ
て
、
事

業
運
営
費
や
償
還
金
に
充
て
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、
平
成
29
年
4
月
稼
動
予
定
で

あ
る
ご
み
処
理
施
設
「
甲
府
・
峡
東
地

域
ご
み
処
理
施
設
」
は
、
平
成
24
年
7

月
、
都
市
計
画
施
設
と
し
て
事
業
認
可

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
新
た
な
ご
み
処
理

施
設
建
設
費
用
の
起
債
償
還
に
充
て
る

貴
重
な
財
源
と
し
て

も
活
用
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

市
計
画
区
域
と
公
共
下
水
道
計

画
区
域
が
一
致
し
て
い
な
い
た

め
、
下
水
道
計
画
区
域
外
に
お
住
ま
い

の
方
、
ま
た
、
下
水
道
計
画
区
域
で
あ

っ
て
も
事
業
認
可
区
域
（
工
事
を
行
う

こ
と
が
決
定
し
た
区
域
）
外
に
お
住
ま

い
の
方
々
に
は
不
公
平
感
が
生
ず
る
も

の
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
の
た
め
市
で

は
、
公
平
・
公
正
の
観
点
か
ら
こ
れ
ら

の
地
域
に
つ
い
て
は
、
合
併
処
理
浄
化

槽
の
設
置
に
対
し
て
設
置
費
（
約
80
万

円
〜
1
0
0
万
円
相
当
）
の
6
割
を
補

助
す
る
こ
と
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

定
資
産
税
課
税
標
準
額
に
対
し

て
0
・
2
%
の
税
率
で
市
内
都
市

計
画
区
域
に
課
税
し
た
場
合
の
試
算
で

は
、
約
5
億
5
0
0
0
万
円
と
な
り
ま

す
。

　
県
内
で
は
、
本
市
以
外
に
5
市
（
甲

府
市
、
富
士
吉
田
市
、
山
梨
市
、
韮
崎

市
、
甲
州
市
）
と
2
町
（
市
川
三
郷
町
、

富
士
川
町
）
が
都
市
計
画
税
を
課
税
し

て
い
ま
す
。
税
率
は
制
限
税
率
0
・

3
%
が
1
市
、
0
・
2
％
が
3
市
町
、

0
・
1
％
が
3
市
町
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
税
は
ま
ち
づ
く
り
を
支
え
る
大
切
な

財
源
で
す
。
市
で
は
市
税
を
納
付
し
た

皆
さ
ん
と
の
公
平
性
を
保
ち
、
滞
納
の

解
消
を
図
る
た
め
、
滞
納
整
理
を
強
化

し
て
い
ま
す
。

　
税
金
を
納
期
限
ま
で
に
納
付
せ
ず
滞

納
す
る
と
、
本
来
納
め
る
べ
き
税
金
の

ほ
か
に
延
滞
金
を
納
め
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
ま
た
、
滞
納
者
が
税
金
を
滞

納
し
た
ま
ま
放
置
し
て
お
く
と
、
法
律

に
基
づ
き
、
強
制
的
に
財
産
の
差
し
押

さ
え
や
公
売
な
ど
の
滞
納
処
分
を
受
け

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
税
金
は
納
期
内

に
納
付
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

■
問
合
せ
先
　
収
税
課

　☎
0
5
5（
2
6
2
）4
1
1
1

都

平

公

都固5月は滞納整理強化月間です

自動車差し押さえに係るタイヤロック

「
都
市
計
画
税
」と
は

ど
の
よ
う
な
税
金
で
す
か
？

こ
れ
ま
で
の
経
過
は
ど
う
な

っ
て
い
た
の
で
す
か
？

税
収
の
見
込
み
と
、

県
内
の
課
税
状
況
は
？

納
め
ら
れ
た
都
市
計
画
税
は

ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
る
の
で

す
か
？

都
市
計
画
区
域
の
中
に
あ
っ
て
も

下
水
道
整
備
計
画
区
域
外
の
方
に

は
不
公
平
で
は
な
い
で
す
か
？

石和町

御坂町

一宮町

八代町

境川町

春日居町

芦川町

全域対象区域

全域対象区域

一部が対象外となる区域
対象外となる区域

全域対象区域

一部が対象外となる区域
全域対象区域
一部が対象外となる区域
全域対象区域
一部が対象外となる区域
対象外となる区域
全域対象区域
一部が対象外となる区域

大　字区　域地区名

尾山、上黒駒、下黒駒、竹居、大野寺
藤野木

一ノ宮、新巻、神沢、東新居、狐新居、金沢、土塚、石
北、高家、大間田、永井、米倉
南、岡、増利、竹居、奈良原
小黒坂、小山、前間田、石橋、三椚、大坪、大窪、寺尾
大黒坂、藤垈
坊ケ峯
小松、加茂、徳条
熊野堂、下岩下、別田、桑戸、寺本、国府、鎮目

全域対象外

川中島、八田、市部、窪中島、四日市場、広瀬、下平井、上平井、
中川、山崎、松本、駅前、唐柏、東高橋、今井、河内、小石和、
砂原、井戸、東油川

下矢作、小城、北都塚、末木、本都塚、竹原田、金田、橋立、
東原、国分、坪井、田中、市之蔵、塩田、地蔵堂、千米寺、中尾、
南野呂、北野呂、上矢作

二之宮、夏目原、金川原、井之上、八千蔵、下野原、栗合、
蕎麦塚、成田、国衙

　都市計画税が課税される区域は、下
の表のとおり笛吹川都市計画区域内と
なります。
　また、課税対象は、土地（宅地、雑
種地とし、農地、山林、原野などは除
く）と家屋に対してです。
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障 が い の 程 度
視覚障がい（注1）
聴覚障がい
平衡機能障がい
音声機能障がい（注2）
上肢不自由（注3）
下肢不自由（注4）
体幹不自由
心臓機能障がい
腎臓機能障がい
呼吸器機能障がい
ぼうこうまたは直腸の機能障がい
小腸の機能障がい
ヒト免疫不全ウィルスによる免疫機能障がい
肝臓機能障がい

１級
○
　
　
　
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

２級
○
○
　
　
○
○
○
　
　
　
　
　
○
○

３級
○
○
○
◎
　
○
○
○
○
○
○
○
○
○

４級
○
　
　
　
　
◎
　
　
　
　
　
　
　

５級
　
　
　
　
　
◎
◎
　
　
　
　
　
　

６級
　
　
　
　
　
◎
　
　
　
　
　
　
　

注１：視覚障がい4級においては4級の1のみになります。
注２：喉頭摘出による音声機能障がいがある場合に限ります。
注３：両上肢に障がいがある場合に限ります。  
注４：下肢不自由については、両下肢に障がいがある場合に限り、生計を一にする者

および単身で生活する障がい者を常時介護する者の運転が認められます。
◎印は、本人運転のみ該当します。
○印は、本人運転、または、生計を一にする者および単身で生活する障がい者を常時
介護する者の運転が認められます。

▼減免に該当する身体障がいの程度

身
体
障
が
い
者
減
免

　身
体
障
害
者
手
帳
な
ど
の
交
付
を
受

け
て
い
る
方
で
、
下
の
表
の
障
が
い
の

程
度
の
方
で
す
。

※
軽
自
動
車
税
は
4
月
1
日
現
在
の
車

の
所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

※
対
象
車
両
は
、
申
請
者
が
所
有
し
て

い
る
車
両
で
あ
る
こ
と
が
原
則
で
す

（
18
歳
未
満
の
申
請
者
ま
た
は
療
育

手
帳
・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

・
戦
傷
病
者
手
帳
所
有
者
は
、
例
外

と
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
）。

※
普
通
自
動
車
税
の
減
免
、
障
害
者
タ

ク
シ
ー
券
な
ど
と
合
わ
せ
て
申
請
す

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

▼
申
請
に
必
要
な
書
類

○
減
免
申
請
書
（
税
務
課
ま
た
は
各
支

所
地
域
住
民
課
窓
口
に
設
置
）

○
身
体
者
障
害
者
手
帳
・
戦
傷
病
者
手

帳
・
療
育
手
帳
・
精
神
障
害
者
保
健

福
祉
手
帳

○
印
鑑
（
認
印
可
）
　○
運
転
免
許
証

○
自
動
車
検
査
証
ま
た
は
軽
自
動
車
届

出
済
証

○
平
成
27
年
度
軽
自
動
車
税
納
税
通
知

書

構
造
減
免

※
軽
自
動
車
な
ど
の
構
造
が
身
体

障
が
い
者
な
ど
の
利
用
の
た
め

に
改
造
（
☆
）
さ
れ
た
車
な
ど

を
所
有
し
て
い
る
方

☆
改
造
…
車
い
す
の
昇
降
装
置
・

固
定
装
置
・
浴
槽
装
置
な
ど
の

特
別
仕
様
に
よ
り
製
造
さ
れ
た

も
の
ま
た
は
一
般
の
軽
自
動
車

な
ど
に
同
種
の
構
造
変
更
が
加

え
ら
れ
た
も
の

※
自
動
車
検
査
証
に
記
載
さ
れ
た

「
車
体
の
形
状
」
欄
が
「
車
い
す

移
動
車
」、「
身
体
障
害
者
輸
送

車
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
特
殊

用
途
自
動
車
（
8
ナ
ン
バ
ー
）

な
ど
で
あ
る
こ
と
。

※
自
家
用
・
営
業
用
の
別
は
問
わ

な
い
。

▼
申
請
に
必
要
な
書
類

○
減
免
申
請
書
（
税
務
課
ま
た
は

各
支
所
地
域
住
民
課
窓
口
に
設

置
）

○
減
免
事
由
証
明
書
な
ど

○
印
鑑
（
認
印
可
）

○
自
動
車
検
査
証
ま
た
は
軽
自
動

車
届
出
済
証

○
平
成
27
年
度
軽
自
動
車
税
納
税

通
知
書

※
仕
様
書
や
写
真
な
ど
で
車
両
の
構
造

が
確
認
で
き
る
も
の
を
添
付
し
て
い

た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

い
ず
れ
も

▼
受
付
期
間

　5
月
7
日（
木
）〜
6
月
1
日（
月
）

　（土
・
日
曜
日
は
除
く
）

▼
受
付
場
所

　税
務
課
ま
た
は
各
支
所

　
 

自
動
車
税
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す

　原動機付自転車および二輪車などに係る税率については、平成27年度から新税
率が適用される予定でしたが、税制改正により1年間延期となり、平成28年度から
新税率が適用されることになりました（表1参照）。

　三輪・四輪以上の軽自動車については、予定どおり税率が変更されます（表2参
照）。

○平成27年3月31日までに新車登録した（車検証の初年度検査年月が平成27年3月以前の）軽自動車につ
いては、表2の「（1）現行税率」となります。

○平成27年4月1日以後に新車登録した（車検証の初年度検査年月が平成27年4月以降の）軽自動車につい
ては、表2の「（2）新税率」となります（平成27年4月1日登録の車両については、平成27年度から新税率、平
成27年4月2日以降の登録の車両については、平成28年度から新税率となります）。

○平成28年度課税分から、初めて車両番号の指定を受けた月から起算して13年を経過した三輪以上の軽
自動車に係る軽自動車税については、表2の「（3）重課税率」で課税されます。

■問合せ先　税務課　市民税担当　☎055（262）4111

▼表1

▼表2

原動機付自転車

二輪の軽自動車など

小型特殊自動車

二輪の小型自動車

50cc以下
50cc超90cc以下
90cc超125cc以下

ミニカー

125cc超250cc以下
農耕作業用
その他
250cc超

1,000円
1,200円
1,600円

2,500円

2,400円
1,600円
4,700円
4,000円

2,000円
2,000円
2,400円

3,700円

3,600円
2,400円
5,900円
6,000円

4,600円
8,200円
12,900円
4,500円
6,000円

三輪の軽自動車

四輪以上の軽自動車
乗用

貨物

営業用
自家用
営業用
自家用

税率(年額)
平成27年度から

3,100円
5,500円
7,200円
3,000円
4,000円

3,900円
6,900円
10,800円
3,800円
5,000円

平成28年度から

車種区分
税率(年額)

平成27年度まで
現行措置

平成28年度から
新税率

車種区分
（3）重課税率（2）新税率（1）現行税率

軽自動車税が変わります

■問合せ先　税務課　市民税担当　☎055（262）4111　または　各支所

軽軽
自
動
車
税
の
減
免
の
種
類

原動機付自転車および二輪車など

三輪・四輪以上の軽自動車

軽
自
動
車
税
の
減
免
申
請
を
受
け
付
け
ま
す

5
月
7
日
か
ら
6
月
1
日
ま
で
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　心
身
に
障
が
い
を
お
持
ち
の
方
が
社

会
の
一
員
と
し
て
社
会
活
動
に
参
加

し
、
地
域
の
中
で
自
立
し
た
生
活
が
送

れ
る
よ
う
、
各
種
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に

よ
り
社
会
生
活
を
支
援
し
ま
す
。

①
介
護
給
付
・
訓
練
等
給
付

　サ
ー
ビ
ス

▼
訪
問
系
サ
ー
ビ
ス

　在
宅
の
障
が
い
者（
児
）の
居
宅
を
訪

問
し
て
行
う
福
祉
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
居

宅
介
護
（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
）
な
ど
の
ほ

か
重
度
訪
問
介
護
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

▼
日
中
活
動
系
サ
ー
ビ
ス

　在
宅
の
障
が
い
者
で
、
日
中
、
医

療
支
援
や
入
浴
等
生
活
介
護
な
ど
が

必
要
な
方
が
、
医
療
機
関
・
福
祉
施

設
な
ど
で
過
ご
す
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

生
活
介
護
、
療
養
介
護
、
短
期
入
所

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　こ
の
ほ
か
、
就
労
に
向
け
た
訓
練

や
働
く
場
の
提
供
を
行
う
就
労
移
行

支
援
や
就
労
継
続
支
援
な
ど
の
サ
ー

ビ
ス
も
あ
り
ま
す
。

▼
居
住
系
サ
ー
ビ
ス

　一
般
の
在
宅
居
住
が
困
難
で
、
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
（
専
門
ス
タ
ッ
フ
な

ど
の
援
助
を
受
け
な
が
ら
、
一
般
の

住
宅
な
ど
で
共
同
生
活
を
行
う
）
で

の
生
活
が
必
要
な
方
や
、
施
設
な
ど

に
入
所
し
生
活
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
方
の
た
め
の
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

※
障
害
者
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

　障
害
者
総
合
支
援
法
上
の
福
祉
サ

ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
こ
と
が
困
難
な

方
が
、
福
祉
施
設
な
ど
で
生
活
介
護

に
準
じ
た
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
が
必
要

と
判
断
さ
れ
た
場
合
に
、
市
独
自
の

事
業
と
し
て
行
い
ま
す
。

②
障
害
児
通
所
サ
ー
ビ
ス

▼
児
童
発
達
支
援

▼
医
療
型
児
童
発
達
支
援

▼
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

▼
保
育
所
等
訪
問
支
援

　在
宅
の
障
が
い
児
の
状
況
に
応
じ
て

必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
検
討
し
、
支
給
を

行
い
ま
す
。

③
自
立
支
援
医
療
制
度

▼
更
生
医
療

　18
歳
以
上
の
身
体
障
が
い
者
が
、

現
在
あ
る
障
が
い
を
軽
減
（
ま
た
は

現
状
維
持
）
す
る
た
め
の
医
療
費
の

一
部
を
助
成
し
ま
す
。

▼
育
成
医
療

　18
歳
未
満
の
身
体
に
障
が
い
の
あ

る
児
童
、
ま
た
は
治
療
を
行
わ
な
い

と
将
来
障
が
い
を
残
す
と
認
め
ら
れ

る
疾
患
の
あ
る
児
童
が
、
そ
の
疾
患

を
除
去
・
軽
減
す
る
た
め
の
医
療
費

の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

▼
精
神
通
院
医
療

　精
神
の
障
が
い
に
よ
り
、
通
院
に

よ
る
医
療
行
為
が
必
要
な
方
の
医
療

費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

④
補
装
具
費
の
支
給
（
修
理
）

　身
体
的
欠
損
や
機
能
障
が
い
を
補
う

た
め
の
補
装
具
購
入
（
修
理
）
費
を
助

成
す
る
事
業
で
す
。

　た
だ
し
、
介
護
保
険
制
度
が
優
先
さ

れ
ま
す
の
で
、
給
付
で
き
な
い
場
合
も

あ
り
ま
す
。

※
市
民
税
課
税
額
に
よ
り
制
限
さ
れ
る

　こ
と
が
あ
り
ま
す
。

⑤
地
域
生
活
支
援
事
業

　障
が
い
を
お
持
ち
の
方
が
地
域
で
生

活
し
て
い
く
た
め
の
社
会
参
加
や
地
域

活
動
を
支
援
し
て
い
く
事
業
で
す
。

▼
日
常
生
活
用
具
給
付
事
業

▼
社
会
参
加
支
援
事
業
（
移
動
支
援
・

日
中
一
時
支
援
・
生
活
訓
練
な
ど
）

▼
意
思
疎
通
支
援
事
業
（
手
話
通
訳
者

等
の
派
遣
な
ど
）

▼
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
ほ
か

⑥
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成

　重
度
の
障
が
い
者
が
病
院
な
ど
で
保

険
診
療
を
受
け
た
と
き
の
医
療
費
の
自

己
負
担
分
を
全
額
助
成
し
ま
す
。

※
助
成
方
法
は
自
動
還
付
方
式
（
医
療

機
関
窓
口
で
、
受
給
者
証
を
提
示
し

医
療
費
を
支
払
う
こ
と
で
、
後
日
自

動
的
に
指
定
口
座
に
還
付
さ
れ
る
方

法
）
で
行
い
ま
す
。
た
だ
し
、
県
外

受
診
や
針
灸
な
ど
一
部
の
医
療
は
償

還
払
い
（
一
度
支
払
っ
て
か
ら
領
収

書
を
持
参
し
福
祉
窓
口
で
申
請
す

る
）
と
な
り
ま
す
。

※
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

⑦
福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
助
成

　在
宅
の
重
度
障
が
い
者
や
要
介
護
高

齢
者
（
非
課
税
世
帯
で
、
介
護
慰
労
金

を
支
給
さ
れ
て
い
る
人
に
介
護
さ
れ
て

い
る
高
齢
者
）
を
対
象
に
タ
ク
シ
ー
券

を
発
行
し
、
タ
ク
シ
ー
料
金
の
一
部
を

助
成
す
る
事
業
で
す
。

　県
の
補
助
を
受
け
て
行
う
「
重
度
心

身
障
害
者（
児
）タ
ク
シ
ー
券
」
と
、
市

単
独
事
業
で
あ
る
「
笛
吹
市
社
会
参
加

タ
ク
シ
ー
券
」
の
2
種
類
を
一
月
あ
た

り
2
枚
ず
つ
交
付
し
ま
す
。

※「
重
度
心
身
障
害
者
（
児
）
タ
ク
シ

ー
券
」
は
1
回
の
乗
車
に
1
枚
の
み

使
用
、「
市
社
会
参
加
タ
ク
シ
ー
券
」

は
、
1
回
の
乗
車
に
何
枚
で
も
使
用

で
き
ま
す
。

※
平
成
27
年
4
月
か
ら
、
タ
ク
シ
ー
券
の

単
価
が
こ
れ
ま
で
の
5
9
0
円
か
ら

6
4
0
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

⑧
介
護
用
自
動
車
購
入
助
成

　下
肢
ま
た
は
体
幹
機
能
に
障
が
い
が

あ
り
、
車
い
す
を
常
時
使
用
す
る
在
宅

の
重
度
身
体
障
が
い
者
を
介
助
す
る
た

め
の
リ
フ
ト
付
き
自
動
車
購
入
費
を
助

成
す
る
事
業
で
す
。

⑨
特
別
児
童
扶
養
手
当

　　20
歳
未
満
の
在
宅
の
心
身
障
が
い
者

（
児
）
を
扶
養
し
て
い
る
人
に
対
す
る

手
当
で
す
。

※
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

⑩
特
別
障
害
者
手
当

　　20
歳
以
上
で
、
身
体
ま
た
は
精
神
に
重

複
障
が
い
な
ど
、
著
し
い
障
が
い
が
あ

り
、
常
に
特
別
の
介
護
を
必
要
と
す
る
在

宅
の
障
が
い
者
に
対
す
る
手
当
で
す
。

※
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

⑪
障
害
児
福
祉
手
当

　20
歳
未
満
で
、
身
体
ま
た
は
知
的
・

精
神
に
重
複
障
が
い
な
ど
、
著
し
い
障

が
い
が
あ
り
、
常
に
特
別
の
介
護
を
必

要
と
す
る
在
宅
の
障
が
い
児
に
対
す
る

手
当
で
す
。

※
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

※
3
歳
未
満
の
場
合
は
支
給
の
制
限
が

あ
り
ま
す
。

⑫
難
聴
児
補
聴
器
購
入
費
助
成
事
業

　18
歳
未
満
で
身
体
障
害
者
手
帳
の
交

付
対
象
と
な
ら
な
い
軽
度
・
中
等
度
の

難
聴
児
に
対
し
、
健
全
な
発
達
を
支
援

す
る
た
め
補
聴
器
の
購
入
に
要
す
る
費

用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

⑬
救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト

　配
布
事
業

　障
害
者
手
帳
の
所
持
者
ま
た
は
障
害

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
な
ど
で
災
害

時
要
援
護
者
台
帳
に
登
録
し
て
い
る
方

に
、
か
か
り
つ
け
医
や
家
族
の
連
絡
先

な
ど
の
情
報
を
記
入
し
た
シ
ー
ト
な
ど

を
保
管
す
る
容
器
を
配
布
し
、
災
害
時

や
緊
急
時
の
迅
速
な
情
報
伝
達
を
支
援

し
ま
す
。

⑭
や
ま
な
し
思
い
や
り

　パ
ー
キ
ン
グ
制
度 

　　障
が
い
の
あ
る
方
や
高
齢
の
方
、
け

が
人
、
妊
産
婦
の
方
な
ど
で
車
の
乗
り

降
り
や
移
動
に
配
慮
が
必
要
な
方
に

「
思
い
や
り
駐
車
区
画
」
の
利
用
証
を

交
付
し
、
公
共
施
設
、
店
舗
な
ど
の
障

害
者
等
用
駐
車
場
を
優
先
的
に
利
用
で

き
る
よ
う
支
援
す
る
制
度
で
す
。

⑮
介
護
マ
ー
ク
配
布
事
業

　認
知
症
の
方
や
障
が
い
の
あ
る
方
を

介
護
し
て
い
る
方
が
、
周
囲
か
ら
誤
解

や
偏
見
を
持
た
れ
る
こ
と
の
な
い
よ

う
、
市
内
在
住
の
介
護
を
必
要
と
す
る

方
を
介
護
し
て
い
る
方
に
、
介
護
マ
ー

ク
（
首
か
ら
下
げ
る
も
の
）
を
配
布
し

ま
す
。

⑯
障
が
い
者
相
談
支
援
事
業

　障
が
い
の
あ
る
方
の
福
祉
に
関
す
る

さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
つ
い
て
、
本
人
や

そ
の
家
族
な
ど
か
ら
の
相
談
に
応
じ
、

必
要
な
情
報
の
提
供
や
福
祉
サ
ー
ビ
ス

の
利
用
支
援
な
ど
を
行
う
ほ
か
、
権
利

擁
護
の
た
め
に
必
要
と
な
る
援
助
も
行

い
ま
す
。

　相
談
の
窓
口
は
、
4
月
1
日
に
開
設

さ
れ
た
「
笛
吹
市
障
が
い
者
基
幹
相
談

支
援
セ
ン
タ
ー
」
の
ほ
か
に
、
市
が
相

談
支
援
業
務
を
委
託
す
る
3
カ
所
の
事

業
所
が
あ
り
ま
す
。

▼
障
が
い
者
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

　石
和
町
市
部
8
0
0

　市
役
所
保
健
福
祉
館
2
階

　☎
0
5
5（
2
6
2
）1
2
7
4

▼
相
談
業
務
の
委
託
事
業
所

○
支
援
セ
ン
タ
ー 

ふ
え
ふ
き

　石
和
町
石
部
4
4
8

　☎
0
5
5（
2
6
3
）1
7
7
7

○
美
咲
園
福
祉
支
援
セ
ン
タ
ー

　八
代
町
北
2
3
6

　☎
0
5
5（
2
6
5
）1
8
5
0

○
ハ
ー
モ
ニ
ー

　石
和
町
下
平
井
3
2
9

　☎
0
5
5（
2
6
1
）3
3
7
7

　こ
の
ほ
か
、
次
の
サ
ー
ビ
ス
な
ど
に

つ
い
て
も
市
役
所
窓
口
で
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

▼
自
動
車
税
の
減
免

▼
N
H
K
受
信
料
の
免
除

▼
自
動
車
燃
料
費
助
成

▼
心
身
障
害
者
扶
養
共
済

▼
そ
の
ほ
か
障
害
者
福
祉
に
関
す
る
こ
と

※
障
害
者
総
合
支
援
法
に
お
い
て
障
が

い
者
の
定
義
に
難
病
疾
患
等
が
加
わ

っ
た
こ
と
に
よ
り
、
対
象
と
な
る
難

病
疾
患
の
方
々
は
、
身
体
状
況
に
よ

り
、①
介
護
給
付
・
訓
練
等
給
付
サ

ー
ビ
ス
、④
補
装
具
費
の
支
給
、⑤
地

域
生
活
支
援
事
業
の
サ
ー
ビ
ス
が
利

用
で
き
ま
す
。

■
問
合
せ
先

　福
祉
総
務
課

　障
害
福
祉
担
当

　☎
0
5
5（
2
6
2
）1
2
7
3

　℻
0
5
5（
2
6
2
）1
2
7
6

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
ご
案
内

〜
障
が
い
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で

　安
心
し
て
暮
ら
せ
る
環
境
づ
く
り
〜
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①
ふ
れ
あ
い
ペ
ン
ダ
ン
ト

　（
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
）事
業

　在
宅
の
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
な
ど
の

急
病
ま
た
は
事
故
な
ど
の
緊
急
時
に
、

迅
速
な
救
助
が
で
き
る
緊
急
通
報
シ
ス

テ
ム
を
整
備
し
、
高
齢
者
の
日
常
生
活

上
の
安
全
の
確
保
と
不
安
を
解
消
し
ま

す
。

▼
対
象

　65
歳
以
上
の
虚
弱
な
一
人
暮

ら
し
高
齢
者
な
ど

②
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
見
守
り

事
業
（
乳
酸
菌
飲
料
の
配
布

に
よ
る
安
否
確
認
）

　乳
酸
菌
飲
料
を
直
接
手
渡
す
こ
と
に

よ
り
安
否
確
認
を
行
い
ま
す
。

▼
対
象

　75
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
高

齢
者
で
虚
弱
な
ど
の
状
況
に
あ
り
、

安
否
確
認
が
必
要
と
認
め
ら
れ
る
方

③
救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
配
布
事
業

　高
齢
者
本
人
の
情
報
（
か
か
り
つ
け

医
や
家
族
の
連
絡
先
な
ど
）
を
記
入
し

た
シ
ー
ト
な
ど
を
入
れ
る
容
器
を
配
布

し
、
災
害
時
や
緊
急
時
の
迅
速
な
情
報

伝
達
を
支
援
し
ま
す
。

▼
対
象

　75
歳
以
上
の
高
齢
者
の
み
の

世
帯
に
属
す
る
方
お
よ
び
障
害
者
手

帳
の
所
持
者
ま
た
は
、
障
害
福
祉
サ

ー
ビ
ス
の
利
用
者
な
ど
で
、
災
害
時

要
援
護
者
台
帳
に
登
録
し
て
い
る
方

④
配
食
サ
ー
ビ
ス

　食
の
確
保
が
困
難
な
在
宅
の
高
齢
者

に
昼
食
を
配
達
し
、
自
立
生
活
の
支
援

と
安
否
確
認
を
行
い
ま
す
。

▼
対
象

　65
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
高

齢
者
、
高
齢
者
の
み
の
世
帯
な
ど
の

方
で
必
要
と
認
め
ら
れ
る
方

⑤
生
き
が
い
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

　家
に
閉
じ
こ
も
り
が
ち
な
高
齢
者
に

通
所
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、
要
介
護
状

態
へ
の
予
防
を
図
り
ま
す
。

▼
対
象

　65
歳
以
上
の
高
齢
者
で
、
一

人
暮
ら
し
な
ど
の
理
由
に
よ
り
閉
じ

こ
も
り
が
ち
な
た
め
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

が
必
要
と
認
め
ら
れ
る
方
（
介
護
保

険
制
度
の
対
象
と
な
ら
な
い
方
）

⑥
生
活
援
助
員
派
遣
事
業

　ヘ
ル
パ
ー
な
ど
を
派
遣
し
、
在
宅
で

の
掃
除
・
洗
濯
・
食
事
や
食
材
の
確
保
・

生
活
指
導
な
ど
の
支
援
を
す
る
こ
と

で
、
要
介
護
状
態
へ
の
予
防
お
よ
び
自

立
生
活
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

▼
対
象

　65
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
高

齢
者
な
ど
で
生
活
援
助
が
必
要
と
認

め
ら
れ
る
方
（
介
護
保
険
制
度
の
対

象
と
な
ら
な
い
方
）

⑦
訪
問
理
美
容
サ
ー
ビ
ス
事
業

　居
宅
に
お
い
て
寝
た
き
り
な
ど
で
外

出
で
き
な
い
高
齢
者
に
、
在
宅
で
の
理

美
容
の
出
張
料
が
助
成
さ
れ
ま
す
。

▼
対
象

　65
歳
以
上
の
高
齢
者
で
、
寝

た
き
り
な
ど
で
外
出
が
困
難
な
方

⑧
寝
具
洗
濯
乾
燥
サ
ー
ビ
ス
事
業

　寝
具
を
日
に
干
す
こ
と
が
困
難
な
高

齢
者
に
対
し
、
寝
具
の
洗
濯
乾
燥
を
行

い
ま
す
。

▼
対
象

　65
歳
以
上
で
寝
た
き
り
の

方
、
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
お
よ
び
高

齢
者
の
み
の
世
帯
で
虚
弱
な
ど
の
状

況
の
方

⑨
軽
度
生
活
援
助
事
業

　　家
屋
内
外
の
整
理
整
頓
や
粗
大
ゴ
ミ

等
の
搬
出
な
ど
、
在
宅
生
活
の
継
続
に
必

要
な
日
常
生
活
上
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

▼
対
象

　65
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
高

齢
者
、
高
齢
者
の
み
の
世
帯
な
ど
の

方
で
生
活
保
護
世
帯
・
市
民
税
所
得

割
非
課
税
世
帯
に
属
す
る
方

⑩
高
齢
者
日
常
生
活
用
具
給
付

事
業

　　住
宅
用
火
災
警
報
器
、
電
磁
調
理
器

の
購
入
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

あ
ら
か
じ
め
申
請
が
必
要
で
す
。

▼
対
象

　65
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
高

齢
者
、
高
齢
者
の
み
の
世
帯
の
方
で

生
活
保
護
世
帯
・
市
民
税
所
得
割
非

課
税
世
帯
に
属
す
る
方
の
う
ち
給
付

が
必
要
と
認
め
ら
れ
る
方

⑪
介
護
予
防
用
寝
台
貸
与
費

　助
成
事
業

　　軽
度
な
要
介
護
者
に
、
介
護
予
防
用

ベ
ッ
ド
（
固
定
式
）
の
貸
与
費
用
の
一

部
を
助
成
し
、
在
宅
生
活
の
支
援
を
行

い
ま
す
。

▼
対
象

　要
介
護
1
、
要
支
援
1
お
よ

び
要
支
援
2
の
介
護
認
定
を
受
け
た

方
、
ま
た
は
同
程
度
の
方
で
寝
台
が

必
要
と
認
め
ら
れ
る
方

⑫
養
護
老
人
ホ
ー
ム
短
期
宿
泊
事
業

　基
本
的
生
活
習
慣
が
欠
如
し
て
い
る

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
な
ど
で
、
一
時
的

に
養
護
す
る
必
要
が
あ
る
場
合
に
、
市

が
契
約
す
る
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
一
時

入
所
す
る
こ
と
で
、
基
本
的
生
活
習
慣

を
身
に
付
け
ら
れ
る
よ
う
援
助
し
ま
す
。

▼
対
象

　60
歳
以
上
で
、
介
護
保
険
制

度
で
「
自
立
」
と
判
定
さ
れ
た
方

⑬
介
護
慰
労
金
支
給
事
業

　家
庭
で
、
寝
た
き
り
高
齢
者
ま
た
は

認
知
症
高
齢
者
を
介
護
し
て
い
る
方
に

対
し
、
慰
労
金
（
月
額
1
万
円
）
を
支

給
し
ま
す
。

▼
対
象

　寝
た
き
り
高
齢
者
ま
た
は
認

知
症
高
齢
者
（
と
も
に
65
歳
以
上
）

を
家
庭
に
お
い
て
介
護
し
て
い
る
介

護
者
（
入
院
や
入
所
、
シ
ョ
ー
ト
ス

テ
イ
の
利
用
が
あ
る
月
は
対
象
に
な

り
ま
せ
ん
）

⑭
在
宅
寝
た
き
り
高
齢
者
等

　紙
お
む
つ
助
成
事
業 

　　在
宅
の
寝
た
き
り
高
齢
者
な
ど
に
対

し
、
紙
お
む
つ
購
入
費
用
の
一
部
を
助

成
し
ま
す
。

▼
対
象

　尿
失
禁
な
ど
に
よ
り
常
時
紙

お
む
つ
を
使
用
し
て
い
る
65
歳
以
上

の
高
齢
者
な
ど
で
、
市
民
税
所
得
割

非
課
税
世
帯
の
方

⑮
認
知
症
高
齢
者
見
守
り
事
業

　（
G
P
S
）

　認
知
症
の
た
め
に
徘
徊
の
お
そ
れ
の

あ
る
高
齢
者
の
安
全
な
生
活
を
確
保
す

る
た
め
、
位
置
検
索
装
置
（
G
P
S
）
利

用
に
係
る
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

▼
対
象

　在
宅
で
生
活
す
る
お
お
む
ね

65
歳
以
上
の
徘
徊
の
お
そ
れ
の
あ
る

認
知
症
高
齢
者
を
在
宅
で
介
護
し
て

い
る
同
一
世
帯
の
家
族

⑯
居
宅
整
備
介
護
支
援
事
業

　介
護
予
防
を
前
提
と
し
た
「
歩
行
・

排
泄
・
入
浴
支
援
の
た
め
の
手
す
り
設

置
」
な
ど
の
軽
微
な
改
修
の
費
用
を
助

成
し
ま
す
。

※
新
築
や
改
築
な
ど
大
規
模
工
事
に
か

か
る
も
の
は
対
象
外
で
す
。

▼
対
象

　65
歳
以
上
の
高
齢
者
で
市
民

税
所
得
割
非
課
税
世
帯
に
属
し
、
介

護
保
険
制
度
の
対
象
と
な
ら
な
い
方

⑰
介
護
予
防
事
業

　い
つ
ま
で
も
自
立
し
、
自
分
ら
し
い

生
活
を
続
け
て
い
く
た
め
に
は
、
ど
う

し
た
ら
よ
い
の
か
を
学
び
ま
す
。

▼
対
象

　65
歳
以
上
の
す
べ
て
の
方

○
や
っ
て
み
る
じ
ゃ
ん
介
護
予
防
事
業

　地
域
の
公
民
館
や
保
健
セ
ン
タ
ー

な
ど
で
体
操
や
健
康
講
話
な
ど
を
行

う
、
地
域
の
方
の
集
ま
り
の
場
で
す
。

○
介
護
予
防
講
演
会

　介
護
予
防
の
方
法
に
つ
い
て
学
ぶ

た
め
の
講
演
会
で
す
。

○
あ
つ
ま
れ
楽
笑
塾

　健
康
で
過
ご
す
た
め
の
知
識
を
学

ぶ
た
め
に
、
体
操
、
脳
ト
レ
、
音
楽

療
法
を
行
い
ま
す
。

○
ピ
ー
チ
ピ
チ
体
操
教
室

　畳
の
上
で
で
き
る
ス
ト
レ
ッ
チ
体

操
と
リ
ズ
ム
体
操
を
学
び
、
自
宅
で

の
運
動
習
慣
を
身
に
付
け
ま
す
。

○
元
気
モ
リ
モ
リ
体
操
塾

　市
内
の
運
動
施
設
を
活
用
し
、
マ

シ
ン
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
ス
ト
レ
ッ
チ

体
操
を
行
い
ま
す
。

▼
対
象

　65
歳
以
上
で
生
活
機
能
の
低

下
が
見
ら
れ
介
護
予
防
の
必
要
な

方
、
介
護
保
険
の
認
定
を
受
け
て
い

な
い
方

○
つ
る
か
め
塾

　健
康
に
つ
い
て
の
学
習
、
椅
子
に

座
っ
た
ま
ま
で
き
る
簡
単
な
運
動
な

ど
を
行
い
、
介
護
予
防
に
取
り
組
む

教
室
で
す
。
個
々
の
心
身
機
能
や
生

活
習
慣
の
改
善
を
通
じ
て
、
日
常
生

活
や
社
会
生
活
を
充
実
さ
せ
、
生
活

の
質
の
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

⑱
介
護
マ
ー
ク
配
布
事
業

　認
知
症
の
方
や
障
が
い
の
あ
る
方
を

介
護
し
て
い
る
方
が
、
周
囲
か
ら
誤
解

や
偏
見
を
持
た
れ
る
こ
と
の
な
い
よ

う
、
介
護
マ
ー
ク
（
首
か
ら
下
げ
る
も

の
）
を
配
布
し
ま
す
。

▼
対
象

　介
護
者
（
市
内
在
住
の
、
介

護
の
必
要
な
方
ま
た
は
障
が
い
の
あ

る
方
を
介
護
し
て
い
る
方
）

⑲
長
寿
祝
金
支
給
事
業

　多
年
に
わ
た
り
地
域
社
会
の
発
展
に

尽
く
し
て
き
た
満
1
0
0
歳
の
長
寿
者

を
敬
愛
し
、
そ
の
功
を
ね
ぎ
ら
う
た
め

祝
金
・
記
念
品
を
贈
呈
し
ま
す
。

▼
対
象

　市
内
に
10
年
以
上
継
続
し
て

住
所
を
有
す
る
満
1
0
0
歳
の
方

⑳
敬
老
祝
金
支
給
事
業

　老
人
の
日
お
よ
び
老
人
週
間
の
行
事

と
し
て
、
高
齢
者
に
敬
老
祝
金
を
贈
呈

し
ま
す
。

▼
対
象

　9
月
15
日
に
お
い
て
満
77

歳
・
満
88
歳
・
満
1
0
0
歳
以
上
の

方
で
、
8
月
1
日
現
在
、
住
民
基
本

台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方

※
各
事
業
の
詳
し
い
内
容
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

　高
齢
福
祉
課

　☎
0
5
5（
2
6
1
）1
9
0
2

　ま
た
は
各
支
所

高
齢
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

ご
案
内

　市
で
は
、
在
宅
支
援
事
業
や
介
護
予
防
事
業
、
介
護
を
し
て
い

る
家
族
へ
の
支
援
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　市
で
は
、
在
宅
支
援
事
業
や
介
護
予
防
事
業
、
介
護
を
し
て
い

　市
で
は
、
在
宅
支
援
事
業
や
介
護
予
防
事
業
、
介
護
を
し
て
い
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　3
月
6
日
の
市
臨
時
教
育
委
員
会
に

お
い
て
、
里
吉
和
子
氏
が
教
育
委
員
長

に
選
任
、
桑
原
庸
五
氏
が
職
務
代
理
者

に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　な
お
、
教
育
委
員
会
委
員
の
構
成
は

次
の
と
お
り
で
す（
敬
称
略
）。

委
員
長

　里
吉

　和
子
（
一
宮
町
金
沢
）

委
員
長
職
務
代
理

　桑
原

　庸
五
（
境
川
町
寺
尾
）

委
員　相

川

　幸
夫
（
春
日
居
町
桑
戸
）

　早
川

　公
仁
（
御
坂
町
八
千
蔵
）

　石
原
知
江
子
（
八
代
町
高
家
）

教
育
長

　坂
本
誠
二
郎
（
石
和
町
中
川
）

■
問
合
せ
先

　教
育
総
務
課

　総
務
担
当

　☎
0
5
5（
2
6
1
）3
3
3
6

―
市
教
育
委
員
会
―

教
育
委
員
の
構
成
が

4
月
1
日
か
ら

変
わ
り
ま
し
た

　芦
川
の
源
流
域
に
は
、
全
国
的
に
も

珍
し
い
「
に
ほ
ん
す
ず
ら
ん
」
の
群
生

地
が
あ
り
、
県
の
自
然
記
念
物
に
も
指

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　白
樺
林
の
さ
わ
や
か
な
空
気
を
感
じ

な
が
ら
、
か
わ
い
い
す
ず
ら
ん
の
花
を

探
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

特
産
品
販
売

▼
日
時
　5
月
30
日（
土
）・
31
日（
日
）

　午
前
9
時
〜
午
後
4
時

▼
場
所

　す
ず
ら
ん
群
生
地
大
駐
車
場

特
設
テ
ン
ト
村

そ
ば
・
ほ
う
と
う
打
ち
体
験

▼
日
時
　5
月
30
日（
土
）・
31
日（
日
）

　午
前
10
時
か
ら

▼
場
所

　田
舎
体
験
お
て
ん
ぐ
さ
ん

▼
申
し
込
み
　前
日
ま
で
に

▼
申
込
・
問
合
せ
先

　田
舎
体
験
お
て
ん
ぐ
さ
ん

　☎
0
5
5（
2
9
8
）2
8
3
3

　☎
0
5
5（
2
9
8
）2
6
0
3

芦
川
農
産
物
直
売
所

お
ご
っ
そ
う
家

▼
時
間
　午
前
9
時
30
分
〜
午
後
5
時

▼
問
合
せ
先

　☎
0
5
5（
2
9
8
）2
8
2
0

■
問
合
せ
先

　芦
川
支
所

　
　

　☎
0
5
5（
2
9
8
）2
1
1
1

　平成27年度国保税の普通徴収納税通知書は、7月中旬の発送予定です。納期は、7月末から翌年2
月末までの毎月納付です。1年分の国保税を8回に分けて納めます。納期は次のとおりです。

※第6期の口座引き落としは12月25日です。
※特別徴収（年金天引き）対象者は、納期に関係なく年金支給からの天引きとなります。

区分 所得割率 資産割 均等割（円）平等割（円）限度額（万円）

所得割 その世帯の所得に
応じた計算

資産割 その世帯の資産に
応じた計算

均等割 その世帯の加入者
数に応じた計算

平等割 一世帯当たりにい
くらと計算

医療給付費分 7.0% 24.0% 25,300 24,200 52

後期高齢者支援金分 2.4% 6.0% 8,200 7,400 17

介護納付金分 1.5% 6.0% 9,000 6,600 16

計 10.9% 36.0% 42,500 38,200 85

　こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
国
民
皆
保
険

制
度
を
根
底
で
支
え
続
け
て
い
る
国
民

健
康
保
険
（
以
下
「
国
保
」）
の
制
度

や
笛
吹
市
の
現
状
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

し
て
い
き
ま
す
。
医
療
費
と
健
康
に
つ

い
て
、
一
緒
に
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

■
国
民
健
康
保
険
税
に
関
す
る
問
合
せ
先

　国
民
健
康
保
険
課

　国
保
総
務
担
当

　☎
0
5
5（
2
6
2
）4
1
1
1

■
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
に
関
す
る

問
合
せ
先

　国
民
健
康
保
険
課

　高
齢
者
医
療
・
年
金
担
当

　☎
0
5
5（
2
6
2
）4
1
1
1

　平
成
22
年
度
か
ら
26
年
度
ま
で
5
年

間
据
え
置
き
し
て
い
た
税
率
で
す
が
、

病
院
な
ど
に
支
払
う
保
険
給
付
費
が
増

加
し
て
い
る
た
め
、
国
民
健
康
保
険
運

営
協
議
会
で
審
議
し
た
結
果
、
改
定
は

や
む
を
得
な
い
と
の
答
申
を
い
た
だ

き
、
平
成
27
年
第
1
回
定
例
議
会
に
お

い
て
3
月
27
日
原
案
の
と
お
り
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

　平
成
27
年
度
の
国
民
健
康
保
険
税
は

次
の
と
お
り
で
す
。

笛
吹
市
国
民
健
康
保
険
通
信

〜
国
民
健
康
保
険
加
入
者
の
皆
さ
ん
へ

　み
ん
な
の
国
保
を
守
る
た
め
に
〜

平
成
27
年
度
国
民
健
康
保
険

税
の
税
率
が
決
ま
り
ま
し
た

▼平成27年度税率
○用語の説明

区分 所得割率 資産割 均等割（円）平等割（円）限度額（万円）

第1期

7月31日

第2期

8月31日

第3期

9月30日

第4期

11月2日

第5期

11月30日

第6期

12月28日

第7期

平成28年
2月1日

第8期

平成28年
2月29日

医療給付費分 0.1% 0.0% 2,100 2,300 1

後期高齢者支援金分 0.2% 0.0% 500 1,000 1

介護納付金分 0.1% 0.0% －100 1,200 2

計 0.4% 0.0% 2,500 4,500 4

▼税率変更による差額

平成27年度の国保納税通知書は7月中旬に送付します

　納期は次のとおりです。

※第6期の口座引き落としは12月25日です。
※特別徴収（年金天引き）対象者は、納期に関係なく年金支給からの天引きとなります。

第1期

7月31日

第2期

8月31日

第3期

9月30日

第4期

11月2日

第5期

11月30日

第6期

平成28年
1月4日

第7期

平成28年
2月1日

第8期

平成28年
2月29日

平成27年度の後期高齢者医療保険料決定通知書は7月中旬に送付します
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期
間
中
の
イ
ベ
ン
ト

す
ず
ら
ん
の
里
祭
り

5
月
30
日（
土
）・
31
日（
日
）



催

し

お
知
ら
せ

募

集

講
座
・
教
室

健
康
・
福
祉

子

育

て

生
活
・
環
境

相

談

く
ら
し
の
情
報

In
form

ation
 o
f livin

g

　石
和
温
泉
駅
橋
上
駅
舎
の
開
業
を
記

念
し
て
、
鐵
道
写
真
な
ど

を
約
40
点
展
示
し
て
い
ま

す
。

▼
期
間

　5
月
25
日（
月
）ま
で

※
期
間
中
の
休
館
日

　5
月
7
日（
木
）・
12
日

（
火
）・
19
日（
火
）

▼
場
所

　春
日
居
郷
土
館

　研
修
室

▼
入
館
料

　（
常
設
展
と
の
共

通
入
館
料
）

一
般
・
大
学
生

　
　2
0
0
円

小
・
中
・
高
校
生

　1
0
0
円

▼
協
力

　山
田
清
岡
氏

■
問
合
せ
先

　春
日
居
郷
土
館
・
小
川
正
子
記
念
館

　☎
0
5
5
3（
2
6
）5
1
0
0

　県
内
の
交
響
楽
団

や
吹
奏
楽
団
で
活
動

す
る
メ
ン
バ
ー
に
よ

り
平
成
13
年
に
結
成

さ
れ
た
金
管
五
重
奏

団
「
金
川
の
森
ブ
ラ

ス
ク
イ
ン
テ
ッ
ト
」。

　「
森
林
公
園
金
川
の
森
」
を
拠
点
に
、

小
中
学
校
で
の
音
楽
教
室
や
病
院
へ
の

訪
問
演
奏
、
県
や
市
町
村
の
イ
ベ
ン
ト

で
の
演
奏
の
ほ
か
、
2
0
0
7
年
に
は
、

徳
島
県
で
開
催
さ
れ
た
国
民
文
化
祭
・

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に

も
本
県
を
代
表
し
て
出
演
す
る
な
ど
、

幅
広
い
演
奏
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
日
時

　5
月
9
日（
土
）

開
場

　午
後
2
時
30
分

開
演

　午
後
3
時

▼
曲
目

　ウ
エ
ス
ト
サ
イ
ド
・
ス
ト
ー

リ
ー
組
曲
、
く
る
み
割
り
人
形
セ
レ

ク
シ
ョ
ン
、
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
の
テ
ー

マ
ソ
ン
グ
集
、
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
独

奏
の
ス
テ
ー
ジ

　ほ
か

　県
内
在
住
の
邦
楽
の
分
野
で
活
動
す

る
人
た
ち
で
結
成

さ
れ
た
邦
楽
合
奏

団
紅
薔
薇
。
名
曲
・

春
の
海
を
は
じ

め
、
日
本
音
楽
の

素
晴
ら
し
さ
を
身

近
に
感
じ
て
い
た

だ
け
る
曲
を
演
奏

し
ま
す
。

▼
日
時

　5
月
16
日（
土
）

　開
場

　午
後
6
時

　開
演

　午
後
6
時
30
分

▼
曲
目

　春
の
海
、
さ
ら
し
風
手
事
、

編
曲
長
唄
越
後
獅
子
、
琉
球
民
謡
に

よ
る
組
曲

　ほ
か

い
ず
れ
も

▼
場
所

　ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー

▼
入
場
料

　無
料

※
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
で
配
布
し
て
い

る
入
場
整
理
券
が
必
要
で
す
。

■
問
合
せ
先

　（
公
財
）ふ
え
ふ
き
文

化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団

　☎
0
5
5（
2
6
3
）7
9
5
9

▼
日
時

　5
月
22
日（
金
）

　午
後
2
時
〜
4
時

▼
場
所

　甲
府
地
方
・
家
庭
裁
判
所

▼
定
員

　50
人
（
先
着
順
）

▼
参
加
費

　無
料

▼
申
し
込
み

　5
月
14
日（
木
）ま
で
に

電
話
で
（
受
付
は
平
日

　午
前
8
時

30
分
〜
午
後
5
時
）

■
申
込
・
問
合
せ
先

　甲
府
地
方
・
家

庭
裁
判
所
総
務
課
庶
務
係

　☎
0
5
5（
2
3
5
）1
1
3
3

▼
日
時

　5
月
24
日（
日
）

　午
後
1
時
〜
5
時

▼
場
所

　い
ち
の
み
や
桃
の
里
ふ
れ
あ

い
文
化
館

　和
室

▼
講
師

　広
木
克
行
氏
（
元
大
阪
千
代

田
短
期
大
学
学
長
・
臨
床
教
育
学
）

▼
参
加
費

　7
0
0
円

▼
申
し
込
み

　不
要

※
こ
の
事
業
は
、「
笛
吹
市
地
域
振
興

促
進
助
成
事
業
」
を
利
用
し
て
実
施

し
ま
す
。

■
主
催
・
問
合
せ
先

　山
梨
不
登
校
の

子
ど
も
を
持
つ
親
た
ち
の
会
笛
吹
支

部
（
ぶ
ど
う
の
会
）
事
務
局
（
鈴
木
）

　☎
0
5
5
3（
4
4
）5
0
7
8

　対
象
者
に
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
「
平

成
27
年
度
下
水
道
事
業
受
益
者
負
担

金
」
が
6
月
に
賦
課
さ
れ
ま
す
の
で
、

お
支
払
い
の
ご
準
備
を
お
願
い
し
ま

す
。

次
の
書
類
を
6
月
1
日（
月
）に

送
付
し
ま
す

▼
受
益
者
負
担
金
決
定
通
知
書
（
本
年

度
か
ら
新
た
に
受
益
者
負
担
金
を
お

支
払
い
し
て
い
た
だ
く
世
帯
の
み
）

▼
納
付
書
、
ま
た
は
口
座
振
替
納
入
通

知
書
（
す
べ
て
の
対
象
者
）

○
納
付
書
（
納
付
書
で
の
お
支
払
い
を

希
望
さ
れ
た
方
お
よ
び
口
座
振
替
の

手
続
き
を
さ
れ
て
い
な
い
方
）

○
口
座
振
替
納
入
通
知
書
（
金
融
機
関

に
て
口
座
振
替
の
承
認
が
さ
れ
、
か

つ
市
で
確
認
が
取
れ
た
方
）

一
括
納
付
で
報
奨
金
が
付
き
ま
す

▼
一
括
納
付
の
期
間
（
報
奨
金
付
き
）

○
6
月
1
日（
月
）〜
12
日（
金
）

※
口
座
振
替
を
希
望
さ
れ
た
方
は
、
6

月
12
日（
金
）に
指
定
口
座
か
ら
引
き

落
と
し
（
振
り
替
え
）
と
な
り
ま
す
。

※
1
日
で
も
納
付
が
遅
れ
ま
す
と
報
奨

金
は
付
き
ま
せ
ん
。

※
納
付
期
間
内
に
お
支
払
い
を
さ
れ
な

か
っ
た
（
口
座
振
替
が
で
き
な
か
っ

た
）
方
は
、
自
動
的
に
報
奨
金
な
し

の
分
割
納
付
に
切
り
替
わ
り
ま
す
。

　平
成
27
年
度
の
下
水
道
事
業
受
益
者

負
担
金
対
象
者
宛
に
「
下
水
道
事
業
受

益
者
負
担
金
受
益
地
申
告
書
」
を
送
付

し
ま
し
た
が
、
ご
返
送
い
た
だ
い
て
い

な
い
方
が
い
ま
す
。
こ
の
申
告
書
は
、

受
益
者
負
担
金
を
お
支
払
い
い
た
だ
く

た
め
の
重
要
な
資
料
で
す
。

　な
お
、
申
告
書
を
返
送
さ
れ
な
い
場

合
は
、
条
例
施
行
規
則
な
ど
に
よ
り
認

定
さ
れ
賦
課
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
支

払
い
方
法
が
分
割
納
付
と
な
り
、
報
奨

金
が
付
か
な
く
な
り
ま
す
。

注
意
点
　

　申
告
書
は
そ
の
土
地
の
所
有
者
の
方

に
送
付
し
ま
し
た
。
所
有
し
て
い
る
土

地
に
つ
い
て
権
利
関
係
な
ど
が
あ
る
場

合
は
、
申
告
書
に
よ
っ
て
受
益
者
を
決

定
し
ま
す
。

口
座
振
替
が
便
利
で
す

　口
座
振
替
を
希
望
さ
れ
る
方
は
次
の

金
融
機
関
に
て
、
同
封
の
口
座
振
替
依

頼
書
に
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
う
え
、

手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
水
道
料
金
や
市
税
を
口
座
振
替
し
て

い
る
方
も
手
続
き
が
必
要
で
す
。

※
過
去
に
、
今
回
の
申
告
と
は
別
の
土

地
に
つ
い
て
受
益
者
負
担
金
の
口
座

振
替
の
手
続
き
を
し
た
こ
と
が
あ
る

方
も
、
改
め
て
手
続
き
を
し
て
い
た

だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

▼
取
扱
金
融
機
関

　次
の
本
店
お
よ
び

各
支
店

山
梨
中
央
銀
行
、
笛
吹
農
業
協
同
組

合
、
フ
ル
ー
ツ
山
梨
農
業
協
同
組
合

（
本
所
・
金
融
取
扱
支
所
）、
甲
府
信

用
金
庫
、
山
梨
信
用
金
庫
、
山
梨
県

民
信
用
組
合
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

下
水
道
事
業
受
益
者
負
担
金
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す

お
支
払
い
の
準
備
を
！

申
告
書
の
返
送
は

お
済
み
で
す
か
?

■
問
合
せ
先

　下
水
道
課

　総
務
担
当

　☎
0
5
5（
2
6
1
）3
3
4
7

分割納付を希望された方の
納付期限日

窓口納付
期限日

第1期
第2期
第3期
第4期

6月30日（火）
8月31日（月）
10月30日（金）
12月28日（月）

口　座
振替日

第1期
第2期
第3期
第4期

6月25日（木）
8月25日（火）
10月26日（月）
12月25日（金）

催

　し

不
登
校
・
社
会
的
ひ
き
こ
も
り
の

講
演
と
親
た
ち
の
交
流
の
つ
ど
い

「
子
ど
も
の
シ
グ
ナ
ル
見
え

ま
す
か
?
」

ふ
え
ふ
き
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団
の
催
し

裁
判
所
、検
察
庁
、弁
護
士
会
共
催

成
年
後
見
制
度
説
明
会

鐵
道
写
真
展

て
つ
ど
う

金
川
の
森
ブ
ラ
ス
ク
イ
ン

テ
ッ
ト
演
奏
会

邦
楽
合
奏
団
紅
薔
薇
コ
ン

サ
ー
ト「
邦
楽
の
響
き
」

べ
に
そ
う
び

べ
に
そ
う
び
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催
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催
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育

て

生
活
・
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写
生
教
室

　ク
レ
パ
ス
を
使
っ
て
季
節
の
自
然
物

や
果
物
、
野
菜
な
ど
の
題
材
を
画
用
紙

に
描
き
ま
す
。

▼
日
時

　5
月
4
日（
月
・
祝
）〜
6
日

（
水
・
振
休
）
　午
後
1
時
〜
5
時

▼
場
所

　ど
ん
ぐ
り
の
森
管
理
事
務
所

▼
講
師

　高
田
恭
子
氏
（
公
園
サ
ポ
ー

タ
ー
）

▼
参
加
費

　1
0
0
円

▼
申
し
込
み

　不
要

サ
イ
ク
ル
カ
ー
ト
で

交
通
ル
ー
ル
を
学
ぶ

　サ
イ
ク
ル
カ
ー
ト
場
に
パ
ト
カ
ー
と

ト
ラ
ッ
ク
が
登
場
。
乗
車
や
死
角
体
験

が
で
き
ま
す
。

▼
日
時

　5
月
5
日（
火
・
祝
）

　午
前
9
時
〜
午
後
4
時

※
パ
ト
カ
ー
乗
車
体
験
は
午
前
の
み

▼
場
所

　ス
ポ
ー
ツ
の
森
サ
イ
ク
ル
カ

ー
ト
場

▼
講
師

　笛
吹
警
察
署
交
通
課
、
佐
川

急
便
安
全
推
進
課
職
員

▼
参
加
費

　無
料

▼
申
し
込
み

　不
要

野
鳥
と
の
出
会
い 

〜
金
川
の

森
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
〜

　金
川
の
森
に
生
息
す
る
多
く
の
野
鳥

を
観
察
し
ま
し
ょ
う
。
初
心
者
に
も
分

か
り
や
す
く
お
教
え
し
ま
す
。

▼
日
時

　5
月
23
日（
土
）

　午
前
8
時
〜
11
時

▼
場
所

　ど
ん
ぐ
り
の
森
管
理
事
務
所

▼
講
師

　窪
田
茂
氏
（
山
梨
県
野
鳥
の
会
）

▼
参
加
費

　無
料

▼
持
ち
物

　お
持
ち
の
方
は
双
眼
鏡

▼
申
し
込
み

　電
話
、
F
A
X
、
郵
送
で

ホ
タ
ル
の
夕
べ

　ホ
タ
ル
鑑
賞
を
し
な
が
ら
、
イ
ン
タ

ー
プ
リ
タ
ー
（
自
然
案
内
人
）
が
解
説

を
行
い
ま
す
。

▼
日
時

　6
月
6
日（
土
）

　午
後
6
時
45
分
〜
9
時

▼
場
所

　カ
ブ
ト
ム
シ
の
森
ホ
タ
ル
池

▼
参
加
費

　無
料

▼
申
し
込
み

　不
要

マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
教
室

　初
心
者
で
も
O
K
、
マ
ウ
ン
テ
ン
バ

イ
ク
コ
ー
ス
を
爽
快
に
走
り
ま
す
。

▼
日
時

　6
月
6
日（
土
）

　午
前
10
時
〜
正
午

▼
場
所

　ス
ポ
ー
ツ
の
森
サ
イ
ク
ル
カ

ー
ト
場

▼
講
師

　大
久
保
学
氏
（
マ
ウ
ン
テ
ン

バ
イ
ク
協
会
指
導
員
）

▼
参
加
費

　無
料

▼
持
ち
物

　お
持
ち
の
方
は
マ
ウ
ン
テ

ン
バ
イ
ク

▼
申
し
込
み

　不
要

■
申
込
・
問
合
せ
先

〒
4
0
5
|
0
0
7
4

笛
吹
市
一
宮
町
国
分
1
1
6
2
|
1

　金
川
の
森
公
園
管
理
事
務
所

　☎
0
5
5
3（
4
7
）2
8
0
5

　℻
0
5
5
3（
3
9
）9
8
2
1

　日
本
歯
科
医
師
会
が
定
め
る
4
月
18

日
「
よ
い
歯
の
日
」
に
合
わ
せ
、
笑
顔

い
っ
ぱ
い
の
写
真
を
募
集
し
ま
す
。

▼
テ
ー
マ

　「
笑
顔
と
健
康
」

▼
応
募

　5
月
8
日（
金
）ま
で
に
、
氏

名
、
住
所
、
連
絡
先
、
写
真
タ
イ
ト

ル
を
明
記
し
、
E
メ
ー
ル
で
画
像
を

送
信
。
パ
ソ
コ
ン
か
ら
の
送
信
も

可
。
1
人
1
点
ま
で

■
応
募
・
問
合
せ
先

　県
歯
科
医
師
会
事
務
局
（
篠
原
）

　☎
0
5
5（
2
5
2
）6
4
8
1

　E
メ
ー
ル

　

co
n
test@

yd
a.jp

　市
で
は
、
平
成
27
年
国
勢
調
査
の
調

査
員
と
し
て
統
計
業
務
を
行
っ
て
い
た

だ
け
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▼
資
格

○
原
則
20
歳
以
上
で
責
任
を
持
っ
て
調

査
事
務
を
遂
行
で
き
る
方

○
調
査
上
の
秘
密
が
保
護
で
き
る
方

○
税
務
・
警
察
・
選
挙
に
直
接
関
係
の

な
い
方

○
暴
力
団
員
で
な
い
方
お
よ
び
暴
力
団

も
し
く
は
暴
力
団
員
と
密
接
な
関
係

を
有
し
な
い
方

▼
業
務
内
容

　

○
調
査
員
向
け
説
明
会
へ
の
出
席

○
調
査
世
帯
一
覧
お
よ
び
調
査
区
要
図

の
作
成

○
調
査
関
係
書
類
の
配
布
・
回
収
・
審

査
・
提
出

▼
報
酬

1
調
査
区
あ
た
り
の
平
均
世
帯
数
を

70
世
帯
と
し
た
場
合

○
1
調
査
区
を
受
け
持
ち

　4
万
円
程
度

○
2
調
査
区
を
受
け
持
ち

　7
万
3
0
0
0
円
程
度

▼
調
査
期
日

10
月
1
日
（
調
査
員
活
動
期
間
は
9

月
上
旬
か
ら
11
月
上
旬
を
予
定
）

■
申
込
・
問
合
せ
先

　経
営
企
画
課

　企
画
調
整
担
当

　☎
0
5
5（
2
6
2
）4
1
1
1

▼
対
象

　全
日
程
出
席
で
き
る
県
内
在

住
の
母
子
家
庭
の
母
、
父
子
家
庭
の

父
、
寡
婦
の
方

▼
日
時

　6
月
6
日
〜
11
月
7
日
の
原

則
と
し
て
毎
週
土
曜
日

　午
前
9
時
30
分
〜
午
後
4
時
15
分

（
昼
休
み
45
分
）

▼
場
所

　山
梨
県
母
子
福
祉
セ
ン
タ
ー

　3
階

　会
議
室

▼
定
員

　20
人

▼
受
講
料

　7
0
0
0
円

▼
申
し
込
み

　5
月
15
日（
金
）ま
で
に

申
込
書
を
持
参
ま
た
は
郵
送

※
託
児
サ
ー
ビ
ス
あ
り

　（
就
学
前
児
童
）

■
申
込
・
問
合
せ
先

〒
4
0
0
|
0
0
2
5

甲
府
市
朝
日
4
|
5
|
21

（
一
財
）山
梨
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会

☎
0
5
5（
2
5
2
）7
0
1
4

募

　集

講
座
・
教
室

ひ
と
り
親
家
庭
等
技
能
習
得

介
護
職
員
初
任
者
研
修
講
座

笑
顔
で
歯
し
ゃ
歯
し
ゃ（
パ
シ

ャ
パ
シ
ャ
）写
メ
コ
ン
テ
ス
ト

森
林
公
園
金
川
の
森 

5
・
6
月
イ
ベ
ン
ト
情
報

「
統
計
調
査
員
」を

募
集
し
て
い
ま
す

　金川の森を散策しながら、森に咲く花々や
昆虫を見つけてみませんか。講師の先生や金
川の森インタープリター（自然案内人）と一緒
に、自然や動植物の不思議を楽しみましょう。

▶対　象　小学3年生から一般の方
▶日　時　5月23日（土）
　　　　　午前9時30分～11時30分（小雨決行）
▶場　所　どんぐりの森管理事務所
▶定　員　30人程度
▶参加費　無料
▶申し込み　5月7日（木）～ 22日（金）に電話で

（受付は平日　午前8時30分～午後
5時）

▶持ち物　帽子、動きやすい服装、手袋、タ
オル、飲み物、
雨具、筆記用
具、ルーペな
ど観察用具

自然観察会

■申込・問合せ先　文化財課　☎055（261）3342

内容・備考 申込・問合せ先

県立産業技術短期大
学校  塩山キャンパス
（甲州市塩山上於曽1308）
☎0553（32）5202

県立就業支援センター
（甲府市塩部4-5-28）
☎055（251）3210

山梨県
職業能力開発協会
（甲府市大津町2130-2）
☎055（243）4916

▼SNSビジネス活用「ブログ編」（6月開講）

▼はじめての中国語（7月開講）

▼ファシリテーション研修（7月開講）

▼ISO9000シリーズ　内部監査員養成コース（第1回）（7月開講）

▼3次元CADによる機械設計の基礎（7月開講）

▼国内旅行業務取扱管理者試験講座　総合演習（7月開講）

▼マシニングセンタ加工技術（7月開講）
※講座内容や日程などは都合により変更・中止になる場合があります。

▼エクセル入門（6月開講）

▼SOLIDWORKS操作習得講座（6月開講）

▼会計ソフト入門講座
　（会計ソフト「弥生会計」の操作法、簿記の初歩知識）（7月開講）
※仕事に役立つスキルアップ講座を通年で行っています。

能力開発セミナー ※詳しくは、お問い合わせください。

申
込
書
を
持
参
ま
た
は
郵
送

託
児
サ
ー
ビ
ス
あ
り

■
申
込
・
問
合
せ
先
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催
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催
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・
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て
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活
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環
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談

　平
成
27
年
度
の
国
保
人
間
ド
ッ
ク
が

4
月
1
日
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
各
種

検
診
希
望
調
査
な
ど
で
申
し
込
み
が
あ

っ
た
方
に
つ
い
て
は
、
3
月
下
旬
に
受

診
券
を
郵
送
し
ま
し
た
。
受
診
券
と
関

係
書
類
を
よ
く
ご
覧
に
な
っ
て
、
5
月

31
日
ま
で
に
委
託
医
療
機
関
に
予
約
を

し
て
く
だ
さ
い
。
医
療
機
関
の
混
雑
が

予
想
さ
れ
る
た
め
、
予
約
は
お
早
め
に

お
願
い
し
ま
す
。

　国
保
人
間
ド
ッ
ク
を
希
望
さ
れ
る
方

で
、
ま
だ
市
に
申
し
込
み
を
し
て
い
な

い
方
は
、
今
か
ら
で
も
間
に
合
い
ま
す

の
で
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
対
象

　笛
吹
市
国
民
健
康
保
険
に
加

入
し
て
い
る
40
歳
〜
74
歳
の
方
（
昭

和
16
年
4
月
1
日
〜
昭
和
51
年
3
月

31
日
生
）

※
市
の
集
団
健
診
や
個
別
医
療
機
関
検

診
と
重
複
し
て
受
け
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。

▼
有
効
期
間

　4
月
1
日
〜
平
成
28
年

3
月
31
日
（
医
療
機
関
に
よ
り
異
な

る
）

▼
自
己
負
担
金
額

　

　男
性

　1
万
1
9
6
8
円
〜

　
　
　
　1
万
9
8
0
0
円

　女
性

　2
万
1
2
0
0
円
〜

　
　
　
　2
万
4
1
5
7
円

▼
委
託
医
療
機
関

　ク
ア
ハ
ウ
ス
石

和
、
石
和
共
立
病
院
（
男
性
の
み
）、

一
宮
温
泉
病
院
、
笛
吹
中
央
病
院
、

加
納
岩
総
合
病
院
、
山
梨
厚
生
病
院
、

甲
府
共
立
病
院
、
甲
府
市
医
師
会
健

康
管
理
セ
ン
タ
ー
、
甲
府
城
南
病
院

（
男
性
の
み
）、
山
梨
病
院
健
康
管
理

セ
ン
タ
ー
、
J
A
山
梨
厚
生
連
健
康

管
理
セ
ン
タ
ー

■
問
合
せ
先

　国
民
健
康
保
険
課

　国
保
保
健
指
導
担
当

　☎
0
5
5（
2
6
2
）4
1
1
1

　皆
さ
ん
の
善
意
に
支
え
ら
れ
る
献
血

で
、
病
気
や
け
が
で
苦
し
む
人
が
救
わ

れ
ま
す
。
温
か
い
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

▼
日
時
・
場
所

　

○
5
月
1
日（
金
）

午
前
9
時
30
分
〜
11
時
30
分

午
後
0
時
30
分
〜
3
時
30
分

八
代
支
所
駐
車
場

▼
持
ち
物

　献
血
カ
ー
ド
ま
た
は
、
本

人
確
認
の
で
き
る
も
の
（
運
転
免
許

証
、
各
種
保
険
証
な
ど
）

　「
夜
眠
れ
な
い
」「（
心
配
な
こ
と
が

あ
っ
て
）
食
欲
が
な
い
」「
最
近
、
何

を
す
る
の
も
お
っ
く
う
に
感
じ
る
」「
イ

ラ
イ
ラ
す
る
こ
と
が
多
い
」
な
ど
の
不

調
を
感
じ
て
い
ま
せ
ん
か
。
こ
こ
ろ
か

ら
の
S
O
S
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
こ

ろ
の
病
気
は
誰
に
で
も
起
こ
り
う
る
病

気
で
す
。

　専
門
の
医
療
機
関
に
な
か
な
か
足
を

運
べ
ず
1
人
で
悩
ん
で
い
る
、
ご
家
族

で
心
配
を
し
て
い
る
な
ど
、
こ
の
機
会

に
専
門
医
に
相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　心
療
内
科
医
、
精
神
保
健
相
談
員
、

保
健
師
が
相
談
を
担
当
し
ま
す
。
秘
密

は
守
ら
れ
ま
す
。

▼
日
時

　5
月
18
日（
月
）

　午
後
1
時
30
分
〜
4
時

▼
場
所

　市
役
所
保
健
福
祉
館

▼
担
当
医

　根
本
直
幸
先
生
（
あ
お
ぞ

ら
心
療
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
）

▼
申
し
込
み

　5
月
14
日（
木
）ま
で
に

電
話
で

■
問
合
せ
先

　健
康
づ
く
り
課

　成
人
保
健
担
当

　☎
0
5
5（
2
6
1
）1
9
0
1

子育て支援センター「えいわ」オープン
　市内7カ所目の子育て支援センターが4月1日に山
梨英和プレストンこども園2階に開設されました。
山梨英和大学の協力のもと、臨床心理士（大学教員）
による子育て相談日を設けるほか、親子ふれあい遊
びや異文化交流、多世代間交流などを行います。
　地域に貢献できる認定こども園として、子育て
中の親子が気軽に集い、相互交流や子育ての不安・
悩みを相談できる場を提供します。

▼開設日時　月曜日から金曜日の午前9時から午
後5時（土・日曜日、祝日、年末年始はお休み）

英語、韓国語で楽しくふれあいましょう
　毎週火曜日は、外国語を用いて遊びを行ったり
異国の文化にチラッと触れてみます。

▼日　時　5月12日・19日・26日（各火曜日）
　　　　　午前10時30分から

▼参加費　無料　　 ▼申し込み　不要

drop in 親子ふれあい遊び、子育て相談日
　毎週水曜日は、手遊び、制作、読み聞かせなど親
子のふれあい遊びを行います。山梨英和大学の教
授陣も一緒に参加します。

▼日　時　5月13日・20日・27日（各水曜日）
　　　　　午前10時30分から

▼参加費　無料　　 ▼申し込み　不要

音楽で遊ぼう♪
　毎週木曜日は、春日居あぐり情報ステーション
で音楽とふれあい、五感を使って遊びます。

▼日　時　5月14日・21日・28日（各木曜日）
　　　　　午前10時30分から

▼参加費　無料　　 ▼申し込み　不要

羊毛フェルトで小物作り
「オリジナルバッジを作ろう」　

▼日時　5月14日（木）・28日（木）   午前10時～正午

▼講師　神津葉子氏（ウールクラフトクラブ糸車主催）

▼申し込み　必要。持ち物、参加費は申込時にお知らせ

わくわく☆らんど（アピタ石和店出張開設）

▼対　象　未就学児親子

▼日　時
○おはなし大好き　5月12日
○親子で作ろう（製作）　5月19日
○親子でぎゅっ !（ふれあい遊び）　5月26日
　（各火曜日）午後2時～ 3時

▼場　所　アピタ石和店2階　ちびっこ広場

▼参加費　無料　　 ▼申し込み　不要

親子で伸ばす片づけ術

▼対　象　未就園児を子育て中の保護者
　　　　　（未就園児同席可）

▼日　時　5月10日（日）   午前10時30分～正午

▼講　師　宮治あやの氏（整理収納アドバイザー）

▼定　員　15人　　　　 ▼参加費　無料

▼持ち物　筆記用具　　 ▼申し込み　必要

マタニティサークル

▼対　象　第1子を妊娠中の母親

▼日時・内容
○第１回　5月9日（土）抱っこ体験とおしゃべりタイム
○第２回　5月16日（土）「パパの気持ちママも気持ち」
　　　　　プログラムとおしゃべりタイム
○第３回　5月23日（土）子育て支援情報とおしゃべり

タイム
　いずれも午前10時30分～正午

▼最少実施人数　3人

▼参加費　500円／月（3回コース）　 ▼申し込み　必要

ベビーボンディングケア
　オイルを使った3回コースのベビーマッサージ

▼対　象
　生後2カ月からハイハイ前のお子さんと保護者

▼日　時　5月13日（水）・21日（木）・27日（水）
午前10時30分～正午

▼講　師　NPO法人国際ボンディング協会認定
　　　　　スペシャリスト

▼定　員　10組（最少実施組数3組）

▼持ち物　普段使っているバスタオル、フェイスタ
オル、お子さんの身の回り品と飲み物

▼参加費　3回コース3,000円（心理学のブックレ
ット付き音楽CDとオイル1本付き）

▼申し込み　必要

芦川出張開設
　簡単なおやつを作ります。

▼対　象　未就学児親子

▼日　時　5月16日（土）  午前10時～正午

▼場　所　芦川ふるさと総合センター

▼持ち物　エプロン、三角巾、ボール

▼参加費　無料　　 ▼申し込み　必要

マタニティ　ルーシーダットン
　タイ式ヨガで自分の身体を整えましょう。

▼日　時　5月23日（土）  午前9時30分～ 10時15分

▼場　所　八代総合会館集団指導室

▼持ち物　ヨガマットかバスタオル

▼参加費　無料　　 ▼申し込み　必要

子育て支援センター情報 健
康
・
福
祉

子 育 て

　お子さんの食事で悩まれていることはありません
か。栄養士による幼児食教室を開催します。お子さ
んが食べやすい調理の工夫や好き嫌い解消メニュー
を作ります。
　参加者からは、｢食べにくい食材を、どのように工
夫したらよいか分かった｣ ｢味付けが濃かったので気
を付けたい｣などと、家庭の食事を振り返るきっかけ
にもなっています。

▶対　象　市内在住の1歳6カ月～ 2歳児の保護者
▶日　時　6月2日（火）

受付　午前9時30分～ 9時40分
終了　午前11時30分

▶場　所　市役所保健福祉館
▶内　容　簡単調理、試食（保護者のみ）
▶定　員　20組　　▶参加費　無料
▶持ち物　保護者用エプロン、三角巾　
※お子さんの持ち物には、名前を付けてください。
▶申し込み　電話で。託児希望の方は申込時に、お

伝えください

国
保
人
間
ド
ッ
ク
が

は
じ
ま
り
ま
し
た

〜
献
血
に
ご
協
力
を
〜

気
軽
に
で
き
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

パクパク教室（幼児食教室）

■申込・問合せ先
　健康づくり課　母子保健担当　☎055（261）1901

託児付き

えいわ ☎055（262）3880 ☎055（261）0218

☎055（225）5057
☎055（265）5252

つどいの広場ゆうゆうゆう

きっずいさわ
きっずやつしろ
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入札結果のお知らせ （金額は税抜き価格です）

入札日決定業者決定額（円）予定価格（円）件　　名 場　所

林道蕪入沢上芦川線舗装工事（明許）

下水道管渠布設工事第25工区（御坂）(明許）

春日居町配水管布設工事第4工区（徳条）

春日居町配水管布設替工事（小松）

石和町配水管布設工事第4工区（広瀬）

石和町配水管布設工事第5工区（広瀬・唐柏）

芦川町上芦川

御坂町二之宮

春日居町徳条

春日居町小松

石和町広瀬・四日市場

石和町広瀬・唐柏

H27.3.17

〃

〃

〃

〃

〃

¥6,500,000

¥6,500,000

¥10,540,000

¥18,890,000

¥22,100,000

¥25,600,000

¥6,600,000

¥8,880,000

¥12,558,000

¥22,551,000

¥26,074,000

¥30,596,000

中央舗道建設（有）

矢崎興業（株）

古屋設備

（有）ツチヤ設備

（有）宮下設備

（有）松山興業

催

し

お
知
ら
せ

募

集

講
座
・
教
室

健
康
・
福
祉

子

育

て

生
活
・
環
境

相

談

　春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
、
5
月

11
日（
月
）か
ら
20
日（
水
）ま
で
の
10
日

間
実
施
さ
れ
ま
す
。

　本
運
動
は
、
広
く
県
民
に
交
通
安
全

思
想
の
普
及
・
浸
透
を
図
り
、
交
通
ル

ー
ル
の
遵
守
と
正
し
い
交
通
マ
ナ
ー
の

実
践
を
習
慣
付
け
る
と
と
も
に
、
県
民

自
身
に
よ
る
道
路
交
通
環
境
の
改
善
に

向
け
た
取
り
組
み
を
推
進
す
る
こ
と
に

よ
り
、
交
通
事
故
防
止
の
徹
底
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　運
動
の
基
本
は
、

○
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

　運
動
の
重
点
は
、

○
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

○
す
べ
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用

の
徹
底

○
飲
酒
運
転
の
根
絶

で
す
。

　運
動
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
あ
る
「
心
地
よ

い
交
通
マ
ナ
ー
が
照
ら
す

未
来（
あ
す
）」
を
目
指

し
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

■
問
合
せ
先

・
笛
吹
警
察
署

　交
通
課

　☎
0
5
5（
2
6
2
）0
1
1
0

・
市
民
活
動
支
援
課

　市
民
生
活
担
当

　☎
0
5
5（
2
6
2
）4
1
1
1

春
の
交
通
安
全
運
動
の
実
施

上
矢
智
幸 

様

（
一
宮
町
北
野
呂
）

【
児
童
用
図
書
】

（
財
）
北
野
生
涯
教
育
振
興
会

理
事
長

　北
野
重
子 

様

（
東
京
都
目
黒
区
）

【
彫
刻
5
点
】

ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た

▼
日
時
・
場
所

○
5
月
8
日（
金
）

　午
後
1
時
30
分
〜
4
時
30
分
（
受
付

　午
後
4
時
ま
で
）
市
役
所
分
室

○
5
月
17
日（
日
）

午
前
9
時
〜
正
午
（
受
付

　午
前
11

時
30
分
ま
で
）
市
役
所
分
室

※
初
回
の
相
談
に
は
、
予
約
は
必
要
あ

り
ま
せ
ん
。

※
継
続
し
た
相
談
を
希
望
す
る
場
合

は
、
結
婚
相
談
所
へ
の
登
録
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。
登
録
に
は
印
鑑
・
L

版
写
真
2
枚
・

独
身
証
明
書
・

身
分
証
明
書

の
写
し
が
必

要
で
す
。

■
問
合
せ
先

　市
民
活
動
支
援
課

　市
民
活
動
支
援
担
当

　☎
0
5
5（
2
6
2
）4
1
1
1

▼
日
時

　5
月
10
日（
日
） 

　午
前
10
時
〜
正
午
、
午
後
1
時
〜
3
時

▼
場
所

　甲
府
市
総
合
市
民
会
館
3
階

　大
会
議
室

▼
相
談
員

　10
人

　※
税
理
士
会
甲
府

支
部
創
立
50
周
年
記
念
事
業
で
相
談

員
を
増
員
し
た
企
画
で
す
。

▼
内
容

　相
続
税
、
贈
与
税
、
所
得
税

　ほ
か

▼
申
し
込
み

　必
要

■
申
込
・
問
合
せ
先

　東
京
地
方
税
理

士
会
甲
府
支
部
事
務
局

　☎
0
5
5（
2
3
3
）1
3
1
8

▼
日
時

　5
月
20
日（
水
）
　
　

　受
付

　午
後
1
時
30
分
〜
3
時

▼
場
所

　ス
コ
レ
ー
パ
リ
オ

　

▼
相
談
時
間

　1
人
30
分
以
内

▼
相
談
員

　網
倉
義
久
氏
（
司
法
書
士
）

▼
持
ち
物

　借
入
先
や
借
入
金
額
、
収

入
な
ど
が
分
か
る
資
料

※
予
約
不
要
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

■
問
合
せ
先

　市
民
活
動
支
援
課

　市
民
生
活
担
当

　☎
0
5
5（
2
6
2
）4
1
1
1

　労
働
保
険
料
と
一
般
拠
出
金
の
年
度

更
新
手
続
き
は
、
6
月
1
日
か
ら
7
月

10
日
の
間
に
行
う
こ
と
と
な
っ
て
い
ま

す
。
法
定
申
告
・
納
付
期
限
内
に
申

告
・
納
付
を
お
済
ま
せ
く
だ
さ
い
。

　4
月
1
日
か
ら
労
災
保
険
率
、
労
務

費
率
、
建
設
業
の
請
負
金
額
に
お
け
る

消
費
税
暫
定
措
置
の
取
り
扱
い
な
ど
に

つ
い
て
改
定
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　な
お
、
雇
用
保
険
は
、

○
31
日
以
上
の
雇
用
見
込
み
が
あ
る
こ

と
○
1
週
間
の
所
定
労
働
時
間
が
20
時
間

以
上
で
あ
る
こ
と

の
2
点
を
満
た
す
場
合
に
適
用
さ
れ
ま

す
。
雇
用
保
険
率
の
改
定
は
あ
り
ま
せ

ん
。

■
問
合
せ
先

・
山
梨
労
働
局
労
働
保
険
徴
収
室

　☎
0
5
5（
2
2
5
）2
8
5
2

・
甲
府
労
働
基
準
監
督
署
（
労
災
課
）

　☎
0
5
5（
2
2
4
）5
6
1
9

　検
察
審
査
会
は
、
選
挙
権
を
持
っ
て

い
る
人
の
中
か
ら
「
く
じ
」
で
選
ば
れ

た
11
人
の
審
査
員
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ

ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
あ
な
た
も
審
査

員
に
選
ば
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　検
察
審
査
会
で
は
、
交
通
事
故
や
詐

欺
、
脅
し
な
ど
犯
罪
の
被
害
に
あ
っ
て

警
察
や
検
察
庁
に
訴
え
た
が
、
検
察
官

が
そ
の
事
件
を
起
訴
し
な
か
っ
た
こ
と

（
不
起
訴
）
に
つ
い
て
、
そ
の
処
分
に

不
満
を
持
つ
被
害
者
な
ど
か
ら
申
し
立

て
が
あ
っ
た
場
合
に
、
そ
の
不
起
訴
処

分
が
正
し
か
っ
た
か
ど
う
か
を
審
査
し

ま
す
。

　審
査
申
し
立
て
な
ど
に
つ
い
て
の
ご

相
談
、
ま
た
は
検
察
審
査
会
に
つ
い
て

知
り
た
い
場
合
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

　甲
府
検
察
審
査
会
事
務
局

　☎
0
5
5（
2
1
3
）2
5
4
8

相

　談

お
知
ら
せ

結
婚
相
談
所

税
金
無
料
相
談
会

多
重
債
務
者
の
た
め
の

無
料
相
談
会

労
働
保
険
料
と
一
般
拠
出
金

の
申
告
・
納
付
は
お
早
め
に

ご
存
じ
で
す
か「
検
察
審
査
会
」

笛吹市環境NEWS笛吹市環境NEWS
vol .119

　市
で
は
、
可
燃
ご
み
減
量
の
一
環

と
し
て
、
可
燃
ご
み
重
量
の
大
部
分

を
占
め
る
生
ご
み
に
焦
点
を
当
て
た

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　生
ご
み
を
家
庭
で
堆
肥
化
す
る
こ

と
で
、
可
燃
ご
み
の
減
量
と
資
源
の

循
環
利
用
を
推
進
し
ま
す
。

　そ
こ
で
、
家
庭
か
ら
で
る
生
ご
み

を
手
軽
に
段
ボ
ー
ル
箱
で
堆
肥
化
す

る
方
を
募
集
し
ま
す
。
ご
希
望
の
方

に
は
、
生
ご
み
を
堆
肥
化
す
る
導
入

セ
ッ
ト
（
段
ボ
ー
ル
箱
、
土
壌
改
良

材
な
ど
）
を
無
償
で
提
供
し
ま
す
。

▼
募
集
期
間

　5
月
1
日（
金
）〜
10
月
30
日（
金
）

▼
募
集
世
帯

　50
世
帯

■
問
合
せ
先

　環
境
推
進
課

　

　☎
0
5
5（
2
6
1
）2
0
4
4

　ま
た
は
各
支
所

　猫
に
と
っ
て
の
安
心
で
安
全
な
暮

ら
し
に
つ
い
て
学
ぶ
教
室
を
開
催
し

ま
す
。

▼
日
時

　5
月
9
日（
土
）

　午
後
2
時
〜
4
時

▼
場
所

　富
士
吉
田
市
民
会
館
3
階
ギ
ャ

ラ
リ
ー
1
・
2
（
富
士
吉
田
市

緑
ヶ
丘
2
―
5
―
2
3
）

▼
講
師

　白
井
百
合
氏
（（
公
社
）
日
本
愛

玩
動
物
協
会

　支
部
課
・
災
害

時
動
物
救
護
課
）

■
問
合
せ
先

　峡
東
保
健
所

　衛
生
課

　☎
0
5
5
3（
2
0
）2
7
5
1

　猫
に
と
っ
て
の
安
心
で
安
全
な
暮

猫
の
飼
い
方
教
室
を

開
催
し
ま
す

ダ
ン
ボ
ー
ル
箱
で
生
ご

み
の
た
い
肥
化
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
よ
う
！
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■問合せ先　生涯学習課　青少年育成コーディネーター　☎ 055（261）3339

　石和地区青少年育成推進協議会では、
3月8日に “体験” をテーマとした子ども
まつりをスコレーセンターで開催しまし
た。
　オープニングは、篠笛教室に通ってい
る小学生による演奏と2チームによる華
麗なジョイソーラン演舞で会場を盛り上
げてくれました。
　屋外の自衛隊や消防署、警察署コーナ
ーでは、制服を着せてもらい普段乗るこ
とのできない機動車や白バイ、消防車の
乗車体験をしました。ほかにも煙体験や
消火器の使い方などさまざまな体験がで
き、子どもたちの満面な笑顔が印象的で
した。また、今回自衛隊コーナーでは、
南極の氷に触れる貴重な体験をさせてい
ただきました。「何万年と長い期間でで
きた氷は溶けにくいんだよ。」との説明
に子どもたちは興味津々の表情で氷に触
れていました。
　屋内の関東電気保安協会やガールスカ
ウトのコーナーでは、工夫を凝らした工
作に熱心に取り組んでいる子どもたちの
姿が多く見られました。クレープ作りで
は、おいしいにおいに誘われて長い列が
できるほど大人気でした。石和チャレン
ジのコーナーでは、地域のじいじとばあ
ばに折り紙を教えてもらい、小さい子か
ら大人まで楽しい交流のひとときを過ご
すことができました。
　そのほか、小学生の茶道・華道・図書館・笛吹ジュニアリーダー・青少年育成推進協
議会コーナーなど約230人の方々にご協力いただき、盛大に開催することができました。
　このように、各地区の青少年育成推進協議会では、青少年の健全育成活動として、
今年度もさまざまな行事を実施いたしますので、多くの親子の皆さんのご参加をお待
ちしています。

　石和地区青少年育成推進協議会では、
をテーマとした子ども

まつりをスコレーセンターで開催しまし

　オープニングは、篠笛教室に通ってい
チームによる華

麗なジョイソーラン演舞で会場を盛り上

　屋外の自衛隊や消防署、警察署コーナ
ーでは、制服を着せてもらい普段乗るこ
とのできない機動車や白バイ、消防車の
乗車体験をしました。ほかにも煙体験や

　そのほか、小学生の茶道・華道・図書館・笛吹ジュニアリーダー・青少年育成推進協

石和地区「子どもまつり2015」
青少年育成コーディネーター通信

釈迦堂遺跡博物館だより
　
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
は
、
し
ゃ

か
ど
う
で
土
偶
作
り
を
し
ま
せ
ん
か
。

▼
日
時
　
5
月
2
日（
土
）〜
5
日

（
火
・
祝
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
3
時
（
30
分
程

度
で
作
れ
ま
す
）

▼
参
加
費

　2
0
0
円
（
材
料
費
）

▼
申
し
込
み
　
不
要

※
作
っ
た
も
の
は
持
ち
帰
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
新
緑
の
風
に
吹
か
れ
な
が
ら
御
坂

路
を
歩
き
ま
し
ょ
う
。
今
回
は
御
坂

町
藤
野
木
〜
御
坂
城
跡
を
歩
き
ま
す
。

▼
日
時
　
5
月
23
日（
土
）

　
午
前
9
時
30
分
〜
午
後
3
時

▼
経
路

　藤
野
木
〜
行
者
平
〜
石
畳

〜
御
坂
城
跡
〜
藤
野
木

▼
定
員

　20
人
（
先
着
順
）

▼
参
加
費

　2
0
0
円
（
保
険
代
）

▼
持
ち
物
　
昼
食
、
飲
み
物
（
雨
具
）

▼
申
し
込
み
　
必
要

※
雨
天
中
止
、
集
合
場
所
な
ど
詳
し

く
は
申
込
後
に
連
絡
し
ま
す
。

　
津
田
青
楓
の
描
い
た
花
た
ち
を
こ

の
機
会
に
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
期
間
　
6
月
1
日（
月
）ま
で

▼
場
所

　企
画
展
示
室

　
市
内
在
住
の
小
学
生
は
利
用
券
提

示
（
新
小
学
1
年
生
は
窓
口
で
お
伝

え
く
だ
さ
い
）
で
、
本
人
と
同
伴
の

ご
家
族
が
入
館
無
料
に
な
り
ま
す
。

　
釈
迦
堂
ふ
ぁ
ん
ク
ラ
ブ
会
員
（
年

会
費
1
0
0
0
円
）
も
募
集
し
て
い

ま
す
。
会
報
年
4
回
程
度
、
1
年
間

入
館
無
料
。

▼
開
館
時
間

　
午
前
9
時
〜
午
後
5
時

　（
入
館
は
閉
館
30
分
前
ま
で
）

○
休
館
日
　
火
曜
日
（
ゴ
ー
ル
デ

ン
ウ
ィ
ー
ク
中
は
無
休
）

▼
入
館
料

　
一
般
・
大
学
生
　
2
0
0
円

　
小
中
高
生
　
　
　
1
0
0
円

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
釈
迦
堂
遺
跡
博
物
館

　
☎
０
５
５
３（
４
７
）３
３
３
３

Ｇ
Ｗ
は
し
ゃ
か
ど
う
へ

集
合
！

御
坂
路
を
歩
こ
う

釈
迦
堂
ふ
ぁ
ん
ク
ラ
ブ

募
集
中

青
楓
美
術
館

開
館
40
周
年
記
念

津
田
青
楓
の
描
い
た
花
た
ち

釈
迦
堂
遺
跡
博
物
館
利
用

券
／
釈
迦
堂
パ
ス
ポ
ー
ト

を
ご
利
用
く
だ
さ
い

時
〜
午
後

時

県
立
博
物
館 

か
い
じ
あ
む
便
り

　
県
立
博
物
館
で
は
、
毎
年
5
月
の
大
型

連
休
に
ご
家
族
揃
っ
て
お
楽
し
み
い
た
だ

け
る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
、
皆
さ
ん
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
日
時

　5
月
4
日（
月
・
祝
）・
5
日（
火
・
祝
）

▼
場
所

　ロ
ビ
ー
ほ
か

▼
内
容

　

○
十
二
単
と
鎧
を
着
て
み
よ
う
!

○
弓
矢
体
験
!

○
草
も
ち
を
作
っ
て
食
べ
よ
う
!

○
オ
リ
ジ
ナ
ル
缶
バ
ッ
ジ
を
作
ろ
う
!

▼
申
し
込
み
　
不
要
。
イ
ベ
ン
ト
に
よ
り

当
日
受
け
付
け
（
先
着
順
・
定
員
あ

り
）。
観
覧
券
が
必
要
で
す
（
弓
矢
体

験
を
除
く
）

※
日
時
に
よ
っ
て
開
催
す
る
イ
ベ
ン
ト
が

異
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
当
館
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
チ
ラ
シ
な
ど
で
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

　
石
和
温
泉
の
夏
の
風
物
詩
と
し
て
親
し

ま
れ
て
い
る
鵜
飼
。
展
示
で
は
、
甲
斐
国

に
お
け
る
生
業
と
し
て
の
鵜
飼
を
は
じ
め

と
す
る
川
漁
の
歴
史
と
、
謡
曲
「
鵜
飼
」

な
ど
甲
斐
の
鵜
飼
に
ま
つ
わ
る
伝
説
、
そ

し
て
現
在
も
石
和
の
地
で
受
け
継
が
れ
る

鵜
飼
の
文
化
を
紹
介
し
ま
す
。

▼
日
時
　
5
月
30
日（
土
）〜
7
月
6
日

（
月
）　
午
前
9
時
〜
午
後
5
時

　（
入
館
は
午
後
4
時
30
分
ま
で
）

　（
火
曜
日
休
館
）

▼
場
所

　企
画
展
示
室

▼
観
覧
料

　一
般
5
1
0
円
、
大
学
生

2
1
0
円
　
※
常
設
展
観
覧
料
で
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
。

　
当
館
の
平
川
南
館
長
が
、
最
新
の
研
究

成
果
に
つ
い
て
語
り
ま
す
。

▼
日
時
　
5
月
17
日（
日
）

　
午
後
1
時
30
分
〜
3
時

▼
場
所

　生
涯
学
習
室

▼
参
加
費

　無
料
　
▼
申
し
込
み
　
不
要

■
問
合
せ
先
　
県
立
博
物
館

　
☎
0
5
5（
2
6
1
）2
6
3
1

http://www.m
useum

.pref.yam
anashi.jp/

か
い
じ
あ
む
子
ど
も
ま
つ
り

シ
ン
ボ
ル
展

「
鵜
飼 

―
甲
斐
の
川
漁
と

  

鵜
飼
を
め
ぐ
る
伝
説
―
」

館
長
ト
ー
ク

「
古
代
社
会
の
実
像
を
探
る
」

鵜飼の様子（日蓮上人
一代記）
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図
書
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図
書
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情
報

インフォメーションインフォメーションインフォメーション書図図 館
L I B R A R Y  I N F O R M A T I O N

L I B R A R Y  E V E N T イベントイベントイベント

図書館イベント図書館イイイイベントベントベント図書館イベント5月
●
耳
を
す
ま
せ
ば
え
ほ
ん
隊

5
月
2
日（
土
）（
午
前
の
み
）・
9
日

（
土
）・
16
日（
土
）・
23
日（
土
）・
30

日（
土
）

　
午
前
の
部
　
11
時
〜
11
時
30
分

　
午
後
の
部
　
2
時
〜
2
時
30
分

　
毎
週
土
曜
日
2
回
開
催

●
お
は
な
し
会
タ
ン
タ
ン

　
5
月
14
日（
木
）・
28
日（
木
）

　
午
前
11
時
〜
11
時
30
分

●
家
族
で
始
め
よ
う
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

　
5
月
21
日（
木
）

　
午
前
11
時
〜
11
時
30
分

●
楽
蔵
お
は
な
し
会

　（こ
ど
も
の
日
ス
ペ
シ
ャ
ル
映
画
会
）

　
5
月
2
日（
土
）

　
午
後
2
時
か
ら

●
お
は
な
し
会
ぴ
ょ
ん
ぴ
ょ
ん

　

　
5
月
12
日（
火
）・
26
日（
火
）

　
午
前
11
時
〜
11
時
30
分

●
ロ
ー
ズ
タ
イ
ム

　（大
人
向
け
イ
ベ
ン
ト
）★

　
5
月
15
日（
金
）

　
午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

●
お
は
な
し
の
ゆ
り
か
ご
　

　
5
月
13
日（
水
）　
午
前
11
時
か
ら

●
リ
サ
と
ガ
ス
パ
ー
ル
の
お
は
な
し
会

５
月
3
日（
日
・
祝
）・
24
日（
日
）・

31
日（
日
）

午
後
2
時
か
ら

●
わ
か
ば
の
お
は
な
し
会

　
5
月
17
日（
日
）　
午
後
2
時
か
ら

●
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室

　
5
月
10
日（
日
）　
午
後
2
時
か
ら

●
ベ
ビ
ー
ブ
ッ
ク
・
サ
ロ
ン

　
5
月
20
日（
水
）　
午
前
11
時
か
ら

●
プ
レ
マ
マ

　
5
月
8
日（
金
）

　
午
前
10
時
30
分
か
ら

●
バ
ム
と
ケ
ロ
の
お
は
な
し
会

　
5
月
9
日（
土
）

　
午
後
1
時
30
分
か
ら

●
え
ほ
ん
で
Ｇ
Ｏ
！

　（楽
し
い
読
み
聞
か
せ
）

5
月
2
日（
土
）・
16
日（
土
）・
23
日

（
土
）・
30
日（
土
）

　
午
前
11
時
〜
11
時
30
分

●
赤
ち
ゃ
ん
と
マ
マ
の
お
は
な
し
会

5
月
13
日（
水
）・
20
日（
水
）・
27
日

（
水
）　
午
前
11
時
〜
11
時
30
分

●
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
お
は
な
し
会

5
月
2
日（
土
）　
午
後
2
時
か
ら

（
毎
週
土
曜
日
、
随
時
お
は
な
し
会

を
予
定
し
て
い
ま
す
）

●
お
は
な
し
の
へ
や

　も
も

　（乳
児
、
幼
児
向
け
）

　
5
月
12
日（
火
）・
26
日（
火
）

　
午
前
10
時
30
分
〜
11
時

●
お
り
が
み
を
た
の
し
も
う
！

　
5
月
9
日（
土
）

　
午
前
10
時
30
分
か
ら

●
ぱ
ぱ
と
ぐ
ら
ん
ぱ
の
お
は
な
し
会

　
5
月
16
日（
土
）

　
午
前
10
時
30
分
か
ら

●
お
は
な
し
の
へ
や
さ
く
ら
ん
ぼ
ス
ペ

シ
ャ
ル

　
5
月
23
日（
土
）

　
午
前
10
時
30
分
か
ら

＊
図
書
館
の
お
は
な
し
会
は
、
子
ど
も

た
ち
だ
け
で
な
く
、
敬
老
会
・
公
民

館
ま
つ
り
・
老
人
ホ
ー
ム
・
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
施
設
・
病
院
な
ど
に
出
向

き
、
年
配
の
方
々
に
も
サ
ー
ビ
ス
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ご
要
望
が
あ
れ
ば

随
時
出
前
お
は
な
し
会
を
行
い
ま
す

の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

＊
個
人
的
に
朗
読
サ
ー
ビ
ス
を
お
受
け

に
な
り
た
い
方
は
、
ご
相
談
く
だ
さ

い
。 

★
印
…
キ
ャ
ン
パ
ス
ネ
ッ
ト
や
ま
な
し

登
録
講
座

■
問
合
せ
先
　
石
和
図
書
館
（
石
倉
）

　
☎
0
5
5（
2
6
2
）5
9
5
9
 

市立図書館  こども読書月間  
～本は  キラキラ  万華鏡～

　4月23日（木）から5月12日（火）は第57回「こ
どもの読書週間」です。今年の標語は「本
は　キラキラ　万華鏡」です。それに合わ
せ、市立図書館では、5月を読書強化月間と
して楽しい企画をご用意しています。ぜひ
お出かけください。すべて参加無料です。

　 ブックリサイクル
　保存期間を過ぎた雑誌、廃棄された一般図
書・児童書などのブックリサイクルを行います。
100円で買っていただいた袋に詰め放題です。

▼日時　5月3日（日・祝）
　午前10時～午後3時30分

▼場所　一宮図書館前庭

御坂図書館開館10周年
　 大人のための
　星空ウォッチング（御坂図書館）
　県立科学館天文ボランティアによる観望会を
開催します。
　星のお話を聞きながら、県立科学館の大きな
天体望遠鏡で星を眺めてみませんか。

▼日時　5月19日（火） 午後7時～ 8時30分
※悪天候の場合は中止

▼場所　学びの杜みさか　御坂図書館外庭　

▼定員　30人（大人限定、先着順）

▼参加費　無料

▼申し込み　5月1日（金）から
■申込・問合せ先　御坂図書館
　☎055（263）0363

　 一日子ども館長を
　体験してみませんか？
　図書館のいろんな仕事を体験してみません
か。

▼対象　市内の小学生

▼日程・場所

※時間は申込時に、ご相談ください。

▼申し込み　各希望の図書館に。応募多数の場
合は抽選

石和図書館・御坂図書館
一宮図書館
八代図書館
春日居ふるさと図書館

5月2日（土）
5月5日（火・祝）
5月9日（土）
5月23日（土）
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２
０
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〜
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／
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　 第28回しゃぼん玉まつり
　図書館職員によるしゃぼん玉のショーや、し
ゃぼん玉遊びなど楽しい時間を一緒に過ごしま
せんか。

▼日時　5月17日（日）　午後1時30分から

▼場所　スコレーセンター集会室・前庭

ブックリサイク
　保存期間を過ぎた雑誌、廃棄された一般図
書・児童書などのブックリサイクルを行います。
100円で買っていただいた袋に詰め放題です。

▼日時 5月
　午前10時～午後

▼場所　一宮図書館前庭

か。

▼対象　市内の小学生

▼日程・場所

※時間は申込時に、ご相談ください。

▼申し込み
合は抽選

5月2日（土）
5月5日（火・祝）
5月9日（土）
5月23日（土）

第 回しゃぼん玉まつり
　図書館職員によるしゃぼん玉のショーや、し
ゃぼん玉遊びなど楽しい時間を一緒に過ごしま
せんか。

▼日時 5月17日（日）　午後1時30分から

▼場所　スコレーセンター集会室・前庭

　 若葉のロビーコンサート
　ピアノとチェロの美しい音楽と司書による読
み聞かせ、朗読ボランティアによる詩の朗読を
聴きながら素敵な時間を過ごしませんか。

▼日時　5月2日（土）　午後1時30分から

▼場所　石和図書館ロビー▼場所　石和図書館ロビー



日本のビジネスを世界へ広げていきたいと
抱負を語った萩原さん＝市役所本館

3/23

萩原あす香さん
市長を表敬訪問

　JICA（国際協力機構）の青年海外協力隊員とし
て、2年間アフリカ北西部に位置するモロッコに
派遣される萩原あす香さん（一宮町出身）が、倉
嶋市長に出発の挨拶をしました。
　萩原さんはアメリカの大学で経済学などを学
び、日本でも経理関係の仕事をされていました。
モロッコでは、ケミセット県という地域で病院の
運営管理を行う予定です。  
　倉嶋市長は「世界と日本の架け橋になってくだ
さい」と激励しました。

市民劇団第9回公演「桃の子ルシア」
子どもたち一人ひとりが輝いた舞台

　JR石和温泉駅の橋上駅舎と南北通路の一部が完成し、
一部供用開始となりました。
　南口と駅構内の3カ所でエレベーターが利用できるよう
になり、より便利になりました。
　当日は、午後3時3分に到着した特急電車に合わせ、市
イメージキャラクター「フッキー」とJRの山梨キャラク
ター「ももずきん」が改札口の前でポストカードなどを
配り、観光客らをお出迎えしました。
　新駅舎は、昨年2月の大雪の影響で工事が遅れ、北口広
場の整備や南口のエスカレーターおよび観光案内所の設

置など、すべて
の工事が終わる
のは、平成27年
度中になる見込
みです。今後も
市民の皆さんの
ご理解とご協力
をお願いしま
す。

石和温泉駅一部供用開始
笛吹市の鉄道の玄関口が装い新たに

消防団入退団式
市民の安心安全を守る

　境川スポーツセンターで、
団員や関係者が参加して、笛
吹市消防団入退団式が開催さ
れました。
　平成25年度から2年間団長
を務めてきた桑原明前団長か
ら土屋淳新団長に法被の引き
継ぎが行われました。

　土屋団長は訓示の中で「消防団の規律を遵守し、団員と
しての誇りと勇気を持って活動を」と、新入団員への期待
を述べるとともに、市民の安全・安心のために課された任務
の重さを認識し、さらなる努力をしていくこと誓いました。
　また、110人の新入団員を代表して、境川分団第10部
の北野哲也団員が、入団にあたっての力強い宣誓を行い
ました。
平成27年度消防団役員（敬称略）
◎団　長　　　　土屋　淳
　副団長　　　　三枝賢治・秋山広幸
○石和分団長　　高野　収
　副分団長　　　米山和男・藤巻　治

○御坂分団長　　上野　和
　副分団長　　　水上兼一・小澤久志
○一宮分団長　　野澤東一郎
　副分団長　　　近藤　仁・齊藤貞男
○八代分団長　　岩谷勇人
　副分団長　　　堀口勇司・山本弘二
○境川分団長　　風間貴夫
　副分団長　　　向山昌文・岩澤哲也
○春日居分団長　飯田　勝
　副分団長　　　窪田智雄・北原義章
○芦川分団長　　宮川良平
　副分団長　　　霜村守久

　堀内順一行政改革推進委員会会長から倉嶋市長
に答申書が手渡されました。
　同委員会では、昨年6月10日に市長から諮問の
あった「第3次行財政改革大綱」に基づく行財政
改革の進捗状況の監視に対して、49の実施計画の
進捗状況検証結果を参考に審議がなされ、今回答
申としてまとめられました。
　答申書には、特に進捗状況評価が「遅延」の実
施計画に対し、意見や要望を反映させ、今後さら
なる行財
政改革に
取り組み、
大綱の目
標達成に
向け一層
尽力され
るよう要
請がなさ
れました。

笛吹市行政改革推進委員会答申式
第3次笛吹市行財政改革の進捗状況へ提言

かわまちづくり計画登録証授与式
にぎわいのある河川空間の創出を目指す

　市が国土
交通省に提
出 し た「か
わまちづく
り 計 画」が
認定され、
登録証の授
与式が行わ
れました。
　国土交通
省 で は、ま
ちづくりと一体となった河川整備を推進するた
め、平成21年度から、かわまちづくり支援制度を
創設しています。
　今回、市が認定を受けた計画には、親水護岸や
ミズベカフェ、鵜の飼育・見学施設の整備、ゴム
ボートでの川下りなど河川に親しむ内容が含まれ
ています。市では今後、観光産業の活性化を目指
す「ミズベリング構想」と合わせ、河川の活用を
進めていきます。

かわまちづくり計画登録証授与式
にぎわいのある河川空間の創出を目指すにぎわいのある河川空間の創出を目指すにぎわいのある河川空間の創出を目指すにぎわいのある河川空間の創出を目指すにぎわいのある河川空間の創出を目指すにぎわいのある河川空間の創出を目指すにぎわいのある河川空間の創出を目指すにぎわいのある河川空間の創出を目指すにぎわいのある河川空間の創出を目指すにぎわいのある河川空間の創出を目指す

　市が国土
交通省に提
出 し た「か
わまちづく
り 計 画」が

4/3

甲府河川国道事務所 田中克直所長（左）から
登録証を授与＝笛吹川河川敷

敬礼する土屋新団長

新駅舎からの眺め
倉嶋市長に答申書を手渡す堀内会長

＝市役所本館

　市内の小・中学生および高校生を中心に構成さ
れた笛吹市民劇団がミュージカル「桃の子ルシア」
を上演しました。
　このミュージカルは、桃畑が多くある小さな国
を舞台に、桃から産まれた女の子をとおして、自
然の大切さや人との共存を考えるストーリーで、
桃の産地である笛吹市を象徴するようでした。
　ダンスレッスンや台本読みなどの練習を重ねて
きた団員が歌やダンスに躍動しました。

ト ピ ッ ク ス
笛吹市の出来事いろいろ

21人の団員が出演＝スコレーセンター

3/22

市民劇団第9回公演「桃の子ルシア」
子どもたち一人ひとりが輝いた舞台子どもたち一人ひとりが輝いた舞台子どもたち一人ひとりが輝いた舞台子どもたち一人ひとりが輝いた舞台

市民劇団第9回公演「桃の子ルシア」
子どもたち一人ひとりが輝いた舞台子どもたち一人ひとりが輝いた舞台子どもたち一人ひとりが輝いた舞台子どもたち一人ひとりが輝いた舞台子どもたち一人ひとりが輝いた舞台子どもたち一人ひとりが輝いた舞台

3/223/223/223/21

新駅舎の外観

新駅舎の改札口

石和温泉駅の橋上駅舎と南北通路の一部が完成し、

笛吹市の鉄道の玄関口が装い新たに笛吹市の鉄道の玄関口が装い新たに笛吹市の鉄道の玄関口が装い新たに笛吹市の鉄道の玄関口が装い新たに

きた団員が歌やダンスに躍動しました。

3/25

　答申書には、特に進捗状況評価が「遅延」の実
施計画に対し、意見や要望を反映させ、今後さら

3/31

　境川スポーツセンターで、
団員や関係者が参加して、笛

4/1

桑原前団長から土屋新団長への法被の引き継ぎ
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日本一桃源郷を3,002人が疾走
第11回笛吹市桃の里マラソン大会

4月5日、第11回笛吹市桃の里マラソン大会が開催さ
れ、3,002人のランナーが出場、桃の花が咲き誇るコー
スを駆け抜けました。この写真は、マラソンスタート時
に、ランナーが一斉に飛び出す躍動感を狙って、撮影
しました。　※大会結果は来月号で紹介する予定です。

表紙の写真
笛吹市役所　本庁　☎ 055（262）4111
御坂支所　 ☎055（262）2271　一宮支所 ☎0553（47）1111
八代支所　 ☎055（265）2111　境川支所 ☎055（266）2111
春日居支所 ☎0553（26）3111　芦川支所 ☎055（298）2111

DATA FUEFUKI  ●人口  70,749人（－222） ●世帯  28,415世帯（＋9）
　　　　　　　     ●男　  34,308人（－131） ●女   36,441人　（－91）
　　　　　　　     H27.4.1現在（　）は前月比

■問合せ先　経営企画課　政策推進担当　☎055(262)4111

■問合せ先　・笛吹市商工会　☎055（263）7811　・観光商工課　☎055（262）4111

● 発行／2015． 5． 1　山梨県笛吹市役所　● 編集／経営企画課・広聴広報担当
● 所在地／〒406-8510 笛吹市石和町市部777番地　TEL 055－262－4111
● URL／http://www.city.fuefuki .yamanashi. jp/ この印刷物は、古紙配合率100％再生紙と

ベジタブルオイルインキを使用しております。

　笛吹市内の商店などで購入価格を上回る買い物ができるプレミアム付き商品券「フッキー商品券」を販
売します。
　今回の事業は、国の地方創生交付金の中の「地域消費喚起・生活支援型」の政策として行います。
　地方創生交付金とは、経済対策と地方創生を目的に平成26年度補正予算に盛り込んだ自治体向けの「地
域住民生活等緊急支援交付金」のことです。
▶販売数　4万冊
▶販売価格　 1万2,000円分の買い物ができる商品券1冊（1,000円券×12枚）を1万円で販売
▶使えるところ　笛吹市商工会会員のフッキー商品券の取扱事業所
▶商品券の内訳
○共通券8枚（8,000円分）
　商品券の取扱事業所であればどこでも利用可
○専用券4枚（4,000円分）
　大型店では利用不可、中小の取扱事業所のみ利用可
▶販売場所　市ホームページなどでお知らせ
▶販売開始　平成27年6月頃を予定（なくなり次第終了）

　笛吹市内の商店などで購入価格を上回る買い物ができるプレミアム付き商品券「フッキー商品券」を販

笛吹市プレミアム付き商品券
「フッキー商品券」を販売します

　市では、笛吹市ミズベリング構想について、多くの皆さんのご意見を踏まえて検
討を進めていきたいと考えています。
　4月上旬からホームページにおいて、石和・春日居温泉の活性化、特にNTT用地
の活用策について市民の皆さんのご提案（アイデア）をお伺いしています。
　また今回、広報紙と一緒にアイデア募集用紙を各世帯にお配りします。ホームペ
ージまたはアイデア募集用紙をご確認いただき、石和・春日居温泉および市全体の
活性化につながるような市民の皆さんの声（アイデア）をお聞かせください。
▶提出期限　5月15日（金）
▶提出方法　アイデア募集用紙に記入して、持参・郵送・ファックス・Eメールのいずれかでご提出ください
○持参・郵送の場合　〒406-8510　笛吹市石和町市部777　笛吹市役所本館2階
　　　　　　　　　　経営企画課および各支所窓口
○ファックスの場合　FAX 055（262）4115
○Eメールの場合　アイデア募集用紙をホームページからダウンロードし、Eメールに添付してください
　　　　　　　　  Eメール　seisaku@city.fuefuki.lg.jp

　市では、笛吹市ミズベリング構想について、多くの皆さんのご意見を踏まえて検

ミズベリング構想について市民の皆さん
の声（アイデア）をお聞かせください



2015

カレンダーふえふき
日 月 火 水 木 金 土

納期および口座振替日のお知らせ

●笛吹市消防本部
●救急医療情報センター
●山梨口腔保健センター
●小児初期救急医療センター

☎

☎

☎

☎

055（261）0119
055（224）4199
055（252）9955
055（226）3399

笛吹市役所 本庁 055（262）4111☎
●

●

御 坂 支 所
境 川 支 所

☎

☎

055（262）2271
055（266）2111

●

●

一 宮 支 所
春日居支所

☎

☎

0553（47）1111
0553（26）3111

●

●

八 代 支 所
芦 川 支 所

☎

☎

055（265）2111
055（298）2111

休日・夜間医療機関

日 曜 窓 口
取 扱 業 務

住民票写し、戸籍謄本・抄本写し、原付・小型特殊ナンバー 印鑑証明・所得・所得課税・非課税・納税
埋葬・火葬、斎場使用 出生・婚姻・離婚・死亡など戸籍関係 市税・国民健康保険税

交付
許可

証明書
納税届出

※戸籍証明申請については、委任状不可

25日 ◇上下水道使用料口座振替日
●石和町　川中島（荒屋）、四日市場（日の出）、市部、窪中島、八田、山崎、松本、
　　　　　駅前、山岸、下平井、上平井、中川
●八代町　北、高家、増利、米倉、竹居、大間田
●一宮町　末木、本都塚、北都塚、金田、坪井、田中、中尾、南野呂、北野呂、小城、
　　　　　上矢作、下矢作、桃の里団地、竹原田、東原
●御坂町　全域　　●春日居町　全域
◇温泉使用料口座振替日　●春日居町　全域
◇軽自動車税全期口座振替日

6月1日 ◇保育料5月分口座振替日
◇軽自動車税全期納期限

月5

●笛吹市社会福祉協議会 ☎０５５（２６５）５１８２
●石和地域事務所　　　 ☎０５５（２６２）１２６７
●御坂地域事務所　　　 ☎０５５（２６３）０８４８
●一宮地域事務所　　　 ☎０５５３（４７）２２８８
●八代地域事務所　　　 ☎０５５（２６５）２２４０
●境川地域事務所　　　 ☎０５５（２６６）５９１１
●春日居地域事務所　　 ☎０５５３（２６）３６６７
●芦川地域事務所　　　 ☎０５５（２９８）２１７０

総合相談 申込・問合せ先

■問合せ先　戸籍住民課または各支所

○住民票の写し・印鑑登録証明書を、証明書自
動交付機では1通100円、全国のセブンイ
レブン・ローソン・ファミリーマートでは1通
200円で取得できます。

無料で住民基本台帳カードが作れる
期間が、平成27年12月末日まで

延長されました。

●日曜窓口開設（国民健康保
険業務関係一部開設）
・AM8:30～PM5:15
・市役所市民窓口館

●体育施設利用者調整会議
・スコレーセンター
・御坂農村環境改善センター
・いちのみや桃の里スポーツ
 公園体育館
・若彦路ふれあいスポーツ館
・境川総合会館
・春日居あぐり情報ステーション

●総合相談（法律・福祉・人権・
行政）（要予約）
・PM1:30～3:30
・坊ヶ峯ふれあいセンター

●総合相談（法律・福祉・人権・
行政）（要予約）
・PM1:30～3:30
・一宮支所
●多重債務相談会
・PM1:30～3:00
・スコレーパリオ

●総合相談（法律・福祉・人権・
行政）（要予約）
・PM1:30～3:30
・スコレーパリオ

●邦楽合奏団紅薔薇コンサー
ト“邦楽の響き”
・PM6:30～8:30
 （開場PM6:00）
・スコレーセンター

●金川の森ブラスクインテッ
ト演奏会
・PM3:00～5:00
 （開場PM2:30）
・スコレーセンター

●結婚相談所
・PM1:30～4:30
 （受付PM4:00まで）
・市役所分室

●軽スポーツ教室
・PM8:00～
・若彦路ふれあいスポーツ館

●献血
・AM9:30～11:30
・PM0:30～3:30  
・八代支所

●日曜窓口開設
・AM8:30～PM5:15
・市役所市民窓口館
※住民基本台帳カード交付
・AM9:00～PM4:30

●日曜窓口開設
・AM8:30～PM5:15
・市役所市民窓口館
※住民基本台帳カード交付
・AM9:00～PM4:30
●結婚相談所
・AM9:00～12:00
 （受付AM11:30まで）
・市役所分室

●日曜窓口開設
・AM8:30～PM5:15
・市役所市民窓口館

●日曜窓口開設（国民健康保
険業務関係一部開設）
・AM8:30～PM5:15
・市役所市民窓口館

先勝
こどもの日

赤口
みどりの日

大安
憲法記念日

仏滅

友引先勝赤口

大安仏滅先負友引
振替休日

先負

大安仏滅先勝

赤口大安仏滅

大安

赤口大安仏滅先負

先負友引

仏滅先負

先勝赤口

友引先勝

1

8743

2

151110

9

221817

16

24

31

23

29 30

65

141312

212019

28272625



保健だより 　 問合せ先　健康づくり課 055（261）1901☎

　 問合せ先　芦川支所 055（298）2111☎

ごみ収集日 　 問合せ先　環境推進課 または各支所055（262）4111☎

乳幼児健診など乳幼児健診など マタニティスクール・育児学級などマタニティスクール・育児学級など

診療所開設日診療所開設日

乳幼児予防接種通知対象者

一宮町 一宮支所福祉センター前 11：20～12：00

八代町 5月17日（日） 八代支所前 10：10～10：50

境川町 境川支所裏駐車場 9：00～ 9：40

石和町 5月16日（土） 笛吹市役所本館前 9：00～11：30

春日居町 5月10日（日） 春日居支所北側駐車場 9：00～11：30

成田コミュニティセンター 11：00～11：30

御坂西小体育館前 10：20～10：50

御坂体育館（消防詰所横） 9：40～10：10
御坂町 5月 9日（土）

東部公民館 9：00～ 9：30

実施日 実施場所 実施時間

平成27年度  狂犬病予防注射予備日日程表

※詳細は、広報ふえふき3月号をご覧ください。

M E M O

5月

5月 2 0 1 5

2 0 1 5

月・木
火・金

川中島・荒屋・八田・東町・長塚・仲町・西町・日の出・下平井・上平井・県営住宅・中川・山崎・松本・駅前・山岸・向田
窪中島・四日市場・広瀬・唐柏・東高橋・今井・河内・小石和・砂原・井戸・東油川・恵比寿

可 燃 ご み 収 集 日（ 石 和 ）

毎週土曜日
毎月第2第4水曜日・土曜日

小石和・上平井
山岸

ミックスペーパー・その他プラスチック収集日（石和）

※1

※2

母子健康手帳交付
（妊娠届出）

11日(月)、18日(月)、25日(月)、AM9:00～11:00受付
※交付日に都合の悪い方は、健康づくり課へご連絡ください。

市
役
所
保
健
福
祉
館

場所対 象種 類 日 時

診療所開設日 7日(木)、14日(木)、21日(木)、
28日(木) PM1:30～4:00受付 芦川国民健康保険診療所

種 類 日 時 場 所

地 域
内 容

可 燃 ご み ※ ※1をご覧ください

水・土

火・金

日

3
（日）

3
（日）

川中島・八田・四日市場・
広瀬

17
（日）

日の出・下平井・上平井・
松本・山岸・唐柏・向田

10
（日）

31
（日）

東町・長塚・西町・今井

24
（日）

中川・小石和・井戸

全 地 域

全 地 域全地域

全 地 域

全 地 域

全 地 域

全 地 域

全 地 域

全 地 域

全 地 域 全 地 域

全 地 域

全 地 域

全 地 域

全 地 域

全 地 域二之宮・県営団地・
成田・下成田・国衙

10
（日）

夏目原・井之上・
下井之上・八千蔵・
栗合・蕎麦塚

17
（日）

金川原・尾山・
下野原・花鳥地区

24
（日）

黒駒地区

金田・小城・
北都塚・末木・
下矢作・本都塚・
国分

熊野堂・下岩下・
別田・桑戸・加茂・
寺本・枝郷

小松・国府・徳条・
鎮目

資 源 物

粗 大 ご み
有 害 ご み

ミックスペーパー
その他プラスチック

石 和 御 坂 一 宮 八 代 境 川 春 日 居 芦 川
月・木

水

2
（土）

坪井・田中・
竹原田・東原

3
（日）

東新居・狐新居・
金沢・土塚・神沢・
石・地蔵堂・千米寺

9
（土）

中尾・一ノ宮・
南野呂・北野呂・
上矢作・市之蔵・
塩田・新巻

10
（日）

月・金

土

15
（金）

月・木

土

２１
（木）

月・木

土

9
（土）

16
（土）

南・増田・永井・
米倉20

（水）

北・高家・岡・
竹居・奈良原21

（木）

坪井・田中・
竹原田・東原16

（土）

金田・小城・
北都塚・末木・
下矢作・本都塚・
国分

17
（日）

中尾・一ノ宮・
南野呂・北野呂・
上矢作・市之蔵・
塩田・新巻

23
（土）

東新居・狐新居・
金沢・土塚・神沢・
石・地蔵堂・千米寺

24
（日）

月・木

3
（日）

3
（日）

離乳食教室

「パパと一緒に
楽しい育児」

平成27年8月～9月出産予定の
初産婦 16日(土)

AM9:00～
9:10受付

第１子が平成26年11月生の保護者 26日(火)
AM9:30～
9:45受付

PM1:00～
1:15受付

乳幼児におこりやすい
病気とその対処法 第１子が平成26年12月生の保護者 18日(月)

マタニ
ティ
スクール

育児学級

種 類 場所対 象 日 時

（小石和・上平井・
山岸を除く ※2）

予 防 接 種 名

BCG

平成２６年5月生まれ

平成27年3月生まれ

平成１６年5月生まれ

平成２４年5月生まれ日本脳炎1期
平成１８年5月生まれ日本脳炎2期

麻しん・風しん混合1期
四種混合（ジフテリア・百日咳・破傷風・不活化ポリオ）

ヒブ
小児用肺炎球菌

二種混合2期（ジフテリア・破傷風）
平成27年4月生まれ
平成２６年5月生まれ

ロ　　タ

水　　痘

流行性耳下腺炎（おたふくかぜ）

市
役
所
保
健
福
祉
館

PM1:00～
1:30受付

4カ月児
健康診査

平成27年1月1日～1月20日生 12日(火)

平成27年1月21日～1月31日生 26日(火)

10カ月児
健康診査

平成26年7月1日～7月16日生 13日(水)

平成26年7月17日～7月31日生 20日(水)

平成25年9月21日～10月8日生 22日(金)

平成25年10月9日～10月27日生 29日(金)

平成25年3月13日～4月4日生 21日(木)

平成24年2月2日～2月17日生 19日(火)

1歳6カ月
児健康診査

3歳児健康
診査

5歳児健康
診査

平成22年5月2日～5月15日生 15日(金)

平成22年5月16日～6月1日生 27日(水)

2歳児歯科
健康診査

※対象者には、後日予診票・契約医療機関等の詳しいお知ら
せをします。接種時期等の内容をよく確認し、契約医療機
関にて予防接種を受けてください。

※他市町村より転入された方、予診票のない方、合併前の予
診票をお持ちの方は、健康づくり課までご連絡ください。

※水痘ワクチンは、平成26年10月1日から定期接種に変わ
りました。定期接種対象者：12月～36月に至るまでの間
に2回。水痘に罹患している方、すでに2回接種している方
は対象外になります。対象者には個別の通知を行います。
※子宮頸がんの予防ワクチンの接種については、積極的に
はお勧めしていません。
接種にあたっては、有効
性とリスクを理解した上
で受けてください。

通知発送対象児

定
期
予
防
接
種

任
意
予
防

接
種

仲町・窪中島・県営住宅・
山崎・駅前・東高橋・
河内・恵比寿

◆ ◇ ◆ ◇ その他のお知らせ ◇ ◆ ◇ ◆
【集団健診のお知らせ 】
芦川町
▶日時　5月12日（火）　AM8:30～10:00受付
▶場所　芦川ふるさと総合センター

石和町
▶日時　5月19日（火）～22日（金）　AM8:30～10:30受付
▶場所　スコレーセンター
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